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研
究
ノ
ー
ト

デ
ン
ズ
ィ
ル
ニ
フ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の

継
続
的
代
理
権
論

士
心

本す

武

は
じ
め
に

デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所

所
長
）
が
、
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
二
三
日
に
日
本
司
法
書
士
連
合
会

（社
）

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
招
き
で
来
日
さ
れ
、
「
成
年

後
見
制
度
の
動
向
と
今
後
の
課
題
」
と
い
う
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
な
か
で

「継
続
的
代
理
権
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
を
行
わ
れ
た
。
筆
者
は
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
か
ら
依
頼
を
い
た
だ
き
、
継
続
的
代
理
権
全
般
に
つ
い
て
の

大
変
詳
細
な
理
論
的
分
析
と
同
時
に
具
体
的

。
実
践
的
な
実
務
的
指
針
に
も

富
む
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
講
演
の
原
稿
を
翻
訳
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
、
‐
ざ́

デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論

本
稿
は
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
継
続
的
代
理
権
論
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
の

成
年
後
見
制
度
、
な
か
で
も
任
意
後
見
制
度
を
考
え
る
上
で
の
比
較
法
的
な

参
考
文
献
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿

の
末
尾
に
拙
訳
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
継
続
的
代
理
権
論
の
概
要

ラ
ツ
シ
ュ
氏
の
講
演
は
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
類
さ
れ
る
。

前
半
部
分
は
、
継
続
的
代
理
権
に
つ
い
て
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
継
続
的
代

理
権
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
の
理
論
的
分
析
で
あ
り
、
後
半
部
分
は
、
継

五
七
三
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続
的
代
理
権
授
与
証
書
作
成
能
力
の
有
無
の
判
断
に
あ
っ
た
っ
て
実
務
上
注

意
す
る
べ
き
こ
と
や
実
際
に
各
法
域
の
判
例
や
制
定
法
に
見
ら
れ
る
継
続
的

代
理
権
授
与
証
書
作
成
能
力
の
基
準
に
つ
い
て
の
具
体
的

・
実
践
的
な
指
針

や
分
析
の
紹
介
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
ま
か
な
内
容
を
紹
介
す
る

こ
と
と
す
る
。

前
半
部
分
は
、
「は
じ
め
に
」
、
「後
見
手
続
の
回
避
」
、
コ
一世
代
に
分
類

で
き
る
継
続
的
代
理
権
」
、
「第

一
世
代
」
、
「第
二
世
代
」
、
「第
三
世
代
に
向

け
て
」
、
「第
二
世
代
」
の
七
つ
の
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

「は
じ
め
に
」
で
は
、
以
下
の
講
演
の
前
提
と
し
て
、
代
理
権
授
与
証
書

の
定
義
、
通
常
の
代
理
権

（授
与
証
書
）
は
本
人
無
能
力
時
に
失
効
す
る
と

い
う
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
原
則
が
存
在
し
て
い
る
た
め
に
、
代
理
権

（授
与
証

書
）
は
最
も
必
要
な
と
き
に
役
に
立
た
な
い
と
い
う
欠
陥
を
有
し
て
い
る
こ

と
、
無
能
力
で
あ
る
本
人
の
保
護
手
段
と
し
て
は
伝
統
的
に
裁
判
所
が
後
見

人
を
選
任
す
る

（法
定
）
後
見
制
度
が
あ
る
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「後
見
手
続
の
回
避
」
で
は
、
継
続
的
代
理
権
の
目
的
は
、
費
用
や
時
間

が
か
か
り
、
本
人
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と
い
う
後
見
制
度
の
欠
陥

を
回
避
す
る
こ
と
で
あ
る
点
が
最
初
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
五
つ

の
煩
雑
な
後
見
人
の
義
務
と
対
比
し
て
六
つ
の
継
続
的
代
理
権
の
利
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
継
続
的
代
理
権
は
本
人
が
代
理
人
を
自
ら
選
任

五
七
四

す
る
の
で
本
人
に
よ
り
大
き
な
自
律
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と

一
般
に
い

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誇
張
で
あ
り
、
後
見
人
と
異
な
り
代
理
人
は
裁
判

所
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
数
々
の
制
約
が
な
い

（こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
代
理
人
に
よ
る
権
限
濫
用
の
可
能
性
を
意
味
す
る
）
の
で
、
自
律
性
に

よ
っ
て
本
当
に
利
益
を
受
け
る
も
の
は
本
人
で
は
な
く
む
し
ろ
代
理
人
な
の

で
あ
る
、
と
い
う
鋭
い
指
摘
が
注
意
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。

「三
世
代
に
分
類
で
き
る
継
続
的
代
理
権
」
は
本
公
演
の
最
も
中
心
的
な

部
分
で
あ
り
、
こ
こ
で
デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
こ
の
三
十
年
間
の

後
見
手
続
に
代
わ
る
選
択
肢
と
し
て
の
継
続
的
代
理
権
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、

諸
法
域
の
継
続
的
代
理
権
制
度
を
三
世
代
に
類
型
化
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
一
九
七
九
年
統

一
継
続
的
代
理
権
法
を

典
型
と
す
る
第

一
世
代
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権

法
が
そ
の
標
準
型
で
あ
る
第
二
世
代
、
そ
し
て
、
ブ
リ
ッ
テ
ィ
シ
ユ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
の
代
理
合
意
法
と
日
本
の
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
な
ど
の

第
二
世
代
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の

「そ
れ
ぞ
れ
の
連
続
し
て
い
る
世
代
が
漸

次
、
継
続
的
代
理
権
が
特
に
回
避
し
よ
う
と
意
図
し
た
後
見
手
続
の
類
型
の

方
向
に
、
近
づ
く
よ
う
に
動
い
て
き
た
の
は
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
皮
肉
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
私
は
そ
の
理
由
の
説
明
を

試
み
る
予
定
で
あ
る
」
と
ラ
ッ
シ
ュ
氏
自
ら
こ
の
講
演
の
目
的
を
設
定
し
て



い
る
。

そ
し
て
以
下
、
「第

一
世
代
」
、
「第
二
世
代
」
、
「第
三
世
代
に
向
け
て
」
、

「第
三
世
代
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
域
の
継
続
的
代
理
権
法
の
内
容

と
そ
の
特
徴
が
具
体
的
に
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
代
理

人
の
権
限
濫
用
防
止
と
い
う
継
続
的
代
理
権
の
課
題
克
服
の
た
め
に
継
続
的

代
理
権
制
度
が
整
備
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
継
続
的
代
理
権
の
本
来
の
良
さ

が
失
わ
れ
て
ゆ
き
、
継
続
的
代
理
権
が
自
ら
回
避
し
よ
う
と
し
た
後
見
制
度

に
類
似
し
て
行

っ
て
し
ま
う
と
い
う
皮
肉
な
ジ
レ
ン
マ
を
ラ
ッ
シ
ュ
氏
は
あ

ざ
や
か
に
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

後
半
部
分
は
、
大
き
く

「継
続
的
代
理
権
に
対
す
る
需
要
」
と

「継
続
的

代
理
権
授
与
証
書
の
作
成
能
力
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

後
者
は
さ
ら
に
、
「能
力
評
価
に
適
し
た
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
」
、
「能
力

評
価
の
方
法
」
、
「
ケ
イ
事
件

・
エ
フ
事
件

（
一
九
八
八
年
と
、
「
ゴ
デ
リ
ー

対

オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州

（公
受
託
者
）
事
件

（
一
九
九
〇
年
と
、
コ

九
九
二

年
代
行
決
定
法
」
、
コ

九
九
三
年
代
理
合
意
法
」
の
六
つ
の
項
目
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。

「継
続
的
代
理
権
に
対
す
る
需
要
」
で
は
、
最
初
に
、
意
思
能
力
が
不
十

分
な
者
を
四
つ
に
類
型
化
し
、
そ
の
う
ち
継
続
的
代
理
権
の
典
型
的
な
利
用

者
は
高
齢
精
神
衰
弱
者
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
理
由
と
と
も
に
指
摘
し
て
い
る
。

次
い
で
、　
一
九
八
六
年
二
月
に

一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
法
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
ウ
エ
ー
ル
ズ
で
施
行
さ
れ
て
か
ら

一
九
九
九
年
ま
で
の
継
続
的
代
理

権
の
西
暦
別
登
録
申
請
数
、　
一
九
九
九
年
の
継
続
的
代
理
権
の
登
録
申
請
数

の
設
定
者
の
生
年
に
よ
る
分
布
と
設
定
者
の
年
齢
の
占
め
る
割
合
が
、
そ
れ

ぞ
れ
棒
グ
ラ
フ

・
折
れ
線
グ
ラ
フ

。
円
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
作
成
能
力
」
に
お
い
て
ラ
ッ
シ
ュ
氏
は
、

代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
た
め
に
本
人
に
要
求
さ
れ
る
能
力
の
基
準
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「能
力
評
価
に
適
し
た
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
」
で
は
、
実

際
に
能
力
評
価
を
行
う
際
に
環
境
面
で
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
を
詳
細
か
つ

具
体
的
に
二
〇
個
列
挙
し
て
い
る
。
「能
力
評
価
の
方
法
」
も
能
力
評
価
の

や
り
方
に
つ
い
て
一
一
個
の
注
意
す
べ
き
点
を
具
体
的
に
列
挙
し
、
そ
の
上

で
医
学
や
心
理
学
と
区
別
さ
れ
る
法
的
な
能
力
検
査
の
三
類
型
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
判
例
法

・
制
定
法
の
具
体
例
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
判
決

「ケ
イ
事
件

・
エ
フ
事
件

（
一
九
八
八
年
と
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ

リ
オ
ウ
州
地
方
裁
判
所
判
決

「ゴ
デ
リ
ー

対

オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州

（公
受
託

者
）
事
件

（
一
九
九
〇
年
と
、
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
の

「
一
九
九
二
年
代
行
決

定
法
」
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
シ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の

「
一
九
九
二
年
代

五
七
五
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理
合
意
法
」
に
お
け
る
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
作
成
能
力
の
基
準
を
そ

れ
ぞ
れ
検
討
し
、
各
法
域
に
よ
っ
て
基
準
の
定
義
の
仕
方
が
大
き
く
異
な

っ

て
い
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

以
上
の
論
述
を
踏
ま
え
て
、
最
後
に

「終
り
に
」
に
お
い
て
、
立
法
的

・

司
法
的

・
個
人
的
な
観
点
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
継
続
的
代
理
権
制
度
で

は
、
制
度
の
利
用
し
や
す
さ
と
代
理
人
の
権
限
濫
用
防
止
と
い
う
相
対
立
す

る
の
二
つ
の
必
要
性
が
存
在
し
、
こ
の
二
つ
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
す
で
に
何
度
か
繰

り
返
さ
れ
て
い
る

「ど
の
よ
う
な
継
続
的
代
理
権
制
度
を
作

っ
て
も
ほ
ん
の

少
数
の
一
定
の
濫
用
事
例
は
不
可
避
的
に
生
じ
る
の
だ
か
ら
、
濫
用
面
ば
か

り
に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
の
は
間
違

っ
て
お
り
、
大
多
数
の
事
例
に
お
い
て

み
ら
れ
る
継
続
的
代
理
権
制
度
の
利
点
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
」
旨
の
鋭
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁

判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
は
、　
一
方
で
、
二
〇
〇

〇
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
日
本
の
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
を

も
含
む
、
多
く
の
法
域
に
お
け
る
継
続
的
代
理
権
に
関
す
る
制
定
法

・
判
例

五
七
六

法
を
そ
の
歴
史
的
発
展
に
着
眼
し
て
広
汎
か
つ
詳
細
に
検
討

・
類
型
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
理
論
的
に
精
緻
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
他
方
で
、
実
務
上

す
ぐ
利
用
で
き
る
注
意
点
ま
で
も
懇
切
丁
寧
に
指
摘
し
て
お
り
、
日
本
の
任

意
後
見
制
度
が
英
米
法
な
か
で
も
イ
ギ
リ
ス
法
を
モ
デ
ル
に
し
て
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
理
論

・
実
務
の
両
面
に
お
い
て
比
較
法
的
に
学
ぶ
と

こ
ろ
の
多
い
優
れ
た
論
文
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
継
続
的
代
理
権
論
を
翻
訳
す
る
過
程
で
、
今
ま
で
成
年
後

見
制
度
を
研
究
す
る
な
か
で
漠
然
と
感
じ
て
い
た
が
う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ

た
こ
と

（継
続
的
代
理
制
度
に
お
い
て
は
本
人
の
自
律
性
よ
り
も
代
理
人
の

自
律
性
を
尊
重
す
る
面
が
あ
る
な
ど
）
や
当
然
の
前
提
と
し
て
い
た
が
深
く

意
識
し
て
考
え
た
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と

（ど
の
よ
う
な
継
続
的
代
理
制
度

を
作

っ
て
も

一
定
の
代
理
人
の
権
限
濫
用
は
不
可
避
で
あ
る
こ
と
な
ど
）
の

い
く
つ
か
を
、
ラ
ッ
シ
ュ
氏
が
鋭
く
指
摘
し
、
喝
破
さ
れ
て
い
る
の
に
接
し
、

日
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で
あ
り
、
ま
た
理
論
的
裏
づ
け
を
得
て
大
変
心
強

く
感
じ
た
。

こ
の
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
継
続
的
代
理
権
論
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

「私
の
継
続
的
代
理
権
論
」
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
比

較
法
的
観
点
か
ら
成
年
後
見
制
度
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。



（
１
）

私
の
拙
訳
の
全
文
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
英
語
の
原
文
と
左
右
対
称
で

「
実
践

成
年
後
見
」
創
刊
号
八
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
ラ
ッ
シ
ュ
氏
の
講
演

原
稿
の
翻
訳
の
依
頼
を
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
千
葉
大
学
の
新
井
誠
教
授
と
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
高
橋
弘
常
任
理
事
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し

て
心
か
ら
の
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

筆
者
は
か
つ
て

『法
務
資
料
』
を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
８
●
目
げ
Ｑ

Ｂ
ｌ
ｏ日

ｏ
』
■
ざ
目
ｅ

の
訳
語
と
し
て

「持
続
的
代
理
権
」
で
は
な
く

「
継

続
的
代
理
権
」
を
用
い
た
の
で
、
「実
践
成
年
後
見
」
で
は
編
集
上
の
方
針
に

よ
り

「持
続
的
代
理
権
」
を
訳
語
と
し
た
が
、
本
稿
で
は

「継
続
的
代
理
権
」

を
訳
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

「実
践
成
年
後
見
」
に
掲
載
し
た
拙
訳
を

一
部
修
正
し
て
本
稿
に
掲
載
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
か
ら
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

「実
践
成
年
後
見
」
の
訳
の
第

一
文
で
は
、
論
文
の
テ
ー
マ
及
び
第
二
文
と

の
意
味
上
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て

。”
ｕ
ｏ
ｌ
８

ｏ
い
３
８
目
ｑ
．
を

「
持
続

的
代
理
権
授
与
証
書
」
と
意
訳
し
た
が
、
本
稿
で
は
原
語
に
忠
実
に

「
代
理
権

授
与
証
書
」
と
訳
語
を
改
め
た
。
こ
の
他
に
も
漢
字
と
か
な
や
数
字
の
表
記
の

仕
方
な
ど
両
稿
に
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
本
稿
の
訳
を
も

っ

て
私
の
最
終
訳
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
日
本
法
に
と

っ
て

示
唆
的
で
あ
り
内
容
的
に
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
訳
者
が
ゴ
シ
ッ

ク
体
に
し
て
い
る
。

［
翻
訳

］

継
続
的
代
理
権

デ
ン
ズ
ィ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ

英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）

志
　
村
　
　
　
武
　
訳

は
じ
め
に

代
理
権
授
与
証
書
と
は
、
本
人

。
設
定
者

・
譲
与
人
と
呼
ば
れ
る
者
が
代

理
人

・
任
意
代
理
人

・
被
設
定
者
と
呼
ば
れ
る
自
分
以
外
の
者
に
、
自
分
に

代
わ
っ
て
自
分
の
名
義
で
行
動
す
る
権
限
を
与
え
る

一
定
の
要
式
を
備
え
た

文
書
で
あ
る
。

（継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
と
区
別
さ
れ
る
）
通
常
の
代
理
権
授
与
証
書

は
、
本
人
が
意
思
無
能
力
に
な
っ
た
時
点
で
自
動
的
に
失
効
贅
れ
が
、
こ
の

結
果
は
非
常
に
不
便
で
あ
る
。
代
理
人
の
助
力
が
単
に
望
ま
し
い
だ
け
で
は

な
く
必
須
の
も
の
に
な
っ
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
代
理
人
は
行
動
す
る
権
限

を
も
は
や
有
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
人
の
事
務
を
適
切
に
管
理
す
る

五
七
七

デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論



法
政
研
究
五
巻
三

。
四
号

含
一〇
〇

一
年
）

必
要
性
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
の
に
、
代
理
人
の
権
限
は
存
続
し
替
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
無
能
力
で
あ
る
本
人
の
事
務
を
管
理
し
て

く
れ
る
人
の
選
任
を
求
め
る
申
し
立
て
が
裁
判
所
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
裁
判
所
に
よ

っ
て
選
任
さ
れ
た
者
は
、　
一
般
に
後
見
人

・
財
産
管
理

人

・
保
佐
人

・
心
神
喪
失
者
補
佐
人
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
財
産
保

全
管
理
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（１
）
ド
ウ
ル
ー
対
ナ
ン
事
件

（２

八
七
八
年
）
卜
ρ
”
Ｕ
・８
じ
。
こ
の
原
則
に
は

常
に
厳
格
な
例
外
が
存
在
し
続
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
の
精
神
的
能
力

の
喪
失

（な
い
し
は
死
亡
）
が
あ
っ
て
も
、
代
理
人
の
所
有
権
的
な
利
益
や
本

人
の
代
理
人
に
対
す
る
義
務
の
履
行
を
担
保
す
る
た
め
に
代
理
人
に
与
え
ら
れ

た
権
限
は
失
効
し
な
い
の
で
あ
る
。
失
効
し
な
い
代
理
人
の
権
限
は
、
競
売
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
競
売
を
す
る
権
利
の
行
使
を
容
易
に
す
る
た
め
に
譲
渡

抵
当
権
設
定
者
か
ら
譲
渡
抵
当
権
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（２
）
法
律
委
員
会

『無
能
力
で
あ
る
本
人
』
２

九
人
三
年
）
第
三
．
二
。
節
。

後
見
手
続
の
回
避

継
続
的
代
理
権
の
第

一
の
目
的
は
、
通
常
複
雑
で
時
間
が
か
か
り
高
額
の

五
七
八

費
用
を
要
す
る
後
見
手
続
を
回
避
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
見
手
続
は
場
合
に

よ
っ
て
は
当
事
者
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
た
り
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
本
人
が
も
は
や
自
分
自
身
の
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
宣
告
を
す
る
よ
う
に
親
族
が
裁
判
所
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
所
の
手
続
は
公
的
記
録
の
対
象
と
な
る
事
柄
で
あ

り
、
幸
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
が
地
方
紙
に
公
告
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
も
あ
る
。
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
べ
き
者
に

つ
い
て
家
族
の
中
で
争
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
手
続
は
苛
烈
を
極
め

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
訴
訟
費
用
は
か
さ
み
、
そ
の
費
用
は
通
常
、

無
能
力
者
本
人
の
財
産
か
ら
支
払
わ
な
経
。

後
見
人
が
必
要
で
あ
る
と
裁
判
官
が
判
断
し
て
も
、
裁
判
官
が
後
見
人
に

選
任
す
る
人
が
無
能
力
者
が
自
ら
選
ん
だ
で
あ
ろ
う
人
だ
と
い
う
保
証
は
何

も
な
い
。　
一
般
に
裁
判
官
は
無
能
力
者
の
選
好
を
考
慮
す
る
も
の↑
だ
が
、
そ

れ
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
枠
祀
。
家
族
の
構
成
員
が
お
互
い
を
信
頼
で
き
ず

家
族
が
機
能
障
害
に
陥

っ
て
い
る
と
き
、
無
能
力
者
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た

後
見
人
の
選
好
が
信
用
で
き
な
い
経
緯
を
有
す
る
と
き
、
様
々
な
事
柄
に
つ

い
て
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
と
き
は
特
に
そ
う
で
ぉ
だ
。

実
際
に
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
は
後
見
手
続
の
ほ
ん
の
始
ま
り
に
過
ぎ

な
い
。
通
常
、
後
見
人
は
以
下
の
こ
と
を
行
う
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。



・

「担
保
を
提
供
」
し
た
り
、
「保
証
証
書
を
提
出
」
し
た
り
す
る
こ
と
。

こ
れ
は
、
後
見
人
が
無
能
力
者
の
財
産
を
盗
ん
だ
り
後
見
人
に
よ
る
無
能

力
者
の
財
産
の
管
理
が
失
当
で
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

・
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
前
か
選
任
後
、
時
間
が
経
た
な
い
う
ち
に
、
本
人

の
財
産
の
財
産
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
。

・
通
常

一
年
に

一
回
、
会
計
報
告
書
を
作
成
し
裁
判
所
に
提
出
す
る
こ
と
。

・
資
本
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
財
産
の
売
却
、　
一
定
の
種
類
の
投
資
を
す
る

こ
と
、
無
能
力
の
本
人
の
金
銭
を
贈
与
す
る
こ
と
等
、　
一
定
の
取
引
に
つ

い
て
裁
判
所
の
承
認
を
得
る
こ
と
。

・
裁
判
所
に
毎
年
、
事
務
処
理
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
て
、
継
続
的
代
理
権
は
、

・
将
来
い
つ
か
自
分
が
無
能
力
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
に
備
え
て
、

予
め
本
人
が
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
、
費
用
が
か
か
ら
な
い
簡
単

な
手
続
を
提
供
す
る
。

●
自
分
の
事
務
を
管
理
し
て
ほ
し
い
人
を
自
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
人
の
自
律
性
を
尊
重
し
て
い
る
。

・
本
人
が
事
務
の
管
理
に
つ
い
て
能
力
を
有
し
て
い
る
時
か
ら
、
能
力
を
失

い
つ
つ
あ
る
段
階
を
経
て
、
能
力
を
有
し
て
い
な
い
時
へ
の
円
滑
な
移
行

を
可
能
に
す
る
。
本
人
が
意
思
無
能
力
に
な
る
時
点
を
特
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
軽
度
か
ら
中
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を
患
っ

て
い
る
高
齢
者
に
は
、
は
つ
き
り
し
て
い
る
期
間
と
混
乱
し
て
い
る
期
間
、

言
い
換
え
れ
ば

「良
い
日
」
と

「
悪

い
日
」
の
変
動
が
あ
り
う
る
の
で

（７
）

あ
る
。

・
共
同
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
実
務
を
適
法
化
す
る
。
継
続
的
代
理
権
授
与

証
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
お
い
て
も
、
代
理
権
設
定
者
が

後
に
無
能
力
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
す
で
に
失
効
し
て
い
る
通
常
の
代

理
権
授
与
証
書
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
弁
護
士
に
と
っ
て

一
般
的
な
実
務

（８
）

で
あ

っ
た
。

・
後
見
制
度
に
付
随
す
る
烙
印

・
公
示

・
官
僚
機
構
的
硬
直
性

・
多
く
の
時

間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
。

・
代
理
人
に
よ
り
大
き
な
行
動
の
自
由
を
与
え
て
い
る
。

こ
こ
で
、　
一
言
注
意
す
る
べ
き
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。
継
続
的
代
理
権

は
本
人
に
よ
り
大
き
な
自
律
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
般
的
に
言
っ
て
誇
張
で
あ
る
。
裁
判
所
に
よ
っ

て
選
任
さ
れ
た
後
見
人
な
ら
ば
課
さ
れ
る
数
々
の
制
約
が
代
理
人
に
は
課
さ

れ
な
い
の
で
、
自
律
性
に
よ
っ
て
本
当
に
利
益
を
受
け
る
も
の
は
代
理
人
な

の
で
あ
る
。

五
七
九

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
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含
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一
年
）

（３
）
ウ
ィ
ン
ダ
ム
に
関
す
る
事
件

（２

八
六
三
年
）
ヽ
Ｕ
ｏ
Ｏ
『
”
』
田
）、
キ
ャ

ス
カ
ー
ト
に
関
す
る
事
件

（〓

八
九
三
年
］
い
ｏ
ｒ
ふ
ｅ
。

（４
）
ウ
エ
ス
ト
に
関
す
る
事
件

（２

九
七
八
年
）
８

Ｚ
』
・”
・（Ｎｅ

一８
）。

（
５
）
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
関
す
る
事
件

（ロ
ト

，
■
・ド

∞曽

（〓
９
＞
ｕ
ｕ
・ｐ
Ｕ
・
一
九
九

六
年
じ
。

（６
）
カ
ー
ン
に
関
す
る
事
件

３
ミ

Ｚ
。く
。∽
。Ｎｏ
ｙ
『
３
Ｃ

，

一
九
九
五
年
と
。

（
７
）
法
律
委
員
会

『無
能
力
で
あ
る
本
人
』
２

九
八
三
年
）
第
三
．
三
．
節
。

（８
）
同
書
第
三
．
六
．
節
。

三
世
代
に
分
類
で
き
る
継
続
的
代
理
権

初
期
の
二
つ
の
麟
整
を
除
け
ば
、
継
続
的
代
理
権
は
こ
の
三
十
年
間
、
後

見
手
続
に
代
わ
る
選
択
肢
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
間
、
三
世
代
の

継
続
的
代
理
権
が
出
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ｏ
第

一
世
代
。
第

一
世
代
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て

一
九
七
０
年
か

ら
登
場
し
て
い
る
。

・
第
二
世
代
。
第
二
世
代
の
標
準
型
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

一
九
八
五
年
継

続
的
代
理
権
法
で
あ
る
。

・
第
二
世
代
。
第
二
世
代
の
例
と
し
て
は
、
ブ
リ
ッ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

五
人
○

ア
州
の
代
理
合
意
法
と
日
本
の
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
が
あ
げ
ら

（
１０
）

れ
る
。
こ
の
両
者
は
二
〇
〇
〇
年
の
初
め
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
連
続
し
て
い
る
世
代
が
漸
次
、
継
続
的
代
理
権
が
特
に
回
避

し
よ
う
と
意
図
し
た
後
見
手
続
の
類
型
の
方
向
に
、
近
づ
く
よ
う
に
動

い
て

き
た
の
は
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
皮
肉
が
生
じ
る
こ
と
に

な

っ
た
の
か
、
私
は
そ
の
理
由
の
説
明
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

（９
）
一
九
五
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
、
本
人
が
菖
昼
性能
力
と
な
っ

た
後
に
も
代
理
人
が
代
理
権
の
も
と
で
継
続
的
に
行
動
を
続
け
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
最
初
の
制
定
法
を
制
定
し
た
。
一
九
六
四
年
に
統
一
州
法
委
員
全
国
会

議
は
模
範
少
額
財
産
的
利
益
特
別
代
理
権
法
を
公
布
し
た
。
こ
の
一
九
六
四
年

法
は
た
だ
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
の
み
が
採
用
し
た
だ
け
で
あ
り
、
↑
」
の
改
正
法

は
）
本
人
が
二
〇
、
○
○
○
ド
ル
以
下
の
価
値
を
有
す
る
財
産
を
所
有
し
て
い

る
場
合
、
又
は
年
六
、
○
○
○
ド
ル
以
下
の
収
入
を
有
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ

２
一
。

（
１０
）
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律

（
一
九
九
九
年
法
律
第

一
五
〇
号
）
は

一
九
九

九
年

一
二
月

一
日
に
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
。



第

一
世
代

一
九
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
統

一
州
法
委
員
全
国
会
議
は

統

一
遺
産
管
理
法
典
を
承
認
し
公
布
し
た
。
こ
の
統

一
遺
産
管
理
法
典
の
二

つ
の
各
難
は
た
だ

「自
動
消
滅
原
則
」
を
廃
上
し
、
代
理
人
が
代
理
橿

つ
も

と
で
行
動
す
る
権
利
は
本
人
が
無
能
力
と
な
っ
た
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
統

一
遺
産
管
理
法
典
が
公
布
さ
れ
た

（‐２
）

後
、
継
続
的
代
理
権
の
利
用
は
合
衆
国
中
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

一
九
七
九
年
に
統

一
州
法
委
員
全
国
会
議
は
、
さ
ら
に
継
続
的
代
理
権
に

関
す
る
三
つ
の
条
文
を
統

一
遺
産
管
理
法
典
に
付
け
加
え
て
、
統

一
遺
産
管

理
法
典
の
代
替
法
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
制
定
さ
れ
た
単
行
法
で
あ
る

統

一
継
続
的
代
理
権
法
を
承
認
し
た
。　
一
九
八
〇
年
代
の
半
ば
ま
で
に
、
五

十
州
の
す
べ
て
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
に
お
い
て
、
財
産
上
の
意
思
決
定
に

関
す
る
継
続
的
代
理
権
を
認
め
る
制
定
法
が
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
二
年
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ニ
ア
州
議
会
は
、
特
に
代
理
人
が
内
科

及
び
外
科
の
手
続
に
つ
い
て
指
示
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
全
州

で
最
初
に
継
続
的
代
理
権
に
関
す
る
制
定
法
を
改
正
」
だ
。
こ
の
改
正
は
単

に
代
理
人
が
本
人
に
代
わ
っ
て
治
療
に
伺
意
を
与
え
る
こ
と
を
許
し
た
に
す

ぎ
ず
、
治
療
拒
絶
に
同
意
を
与
え
る
こ
と
を
許
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
八
三
年
に
身
上
監
護
に
関
す
る
意
思
決
定
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
改
正

さ
れ
た
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
の
統

一
継
続
的
代
理
権
法
は
、
代
理
人
に
無

能
力
の
本
人
に
代
わ
っ
て
生
命
維
持
治
療
を
拒
否
す
る
権
限
を
特
に
認
め
た

最
初
の
制
定
法
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
に
統

一
州
法
委
員
全
国
会
議
は
、
統

一
代
理
権
授
与
法
定
書

式
法
を
承
認
し
た
。
代
理
権
授
与
法
定
書
式
は
、
考
え
方
に
お
い
て
は
以
下

に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
指
示
書
式
と
似
て
い
る
が
、
図
案

に
お
い
て
は
似
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
代
理
権
授
与
法
定
書
式
は
単
に
代

理
人
の
権
限
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
本

人
は

一
三
種
類
の
異
な
っ
た
取
引
膝
鰐
が
書
か
れ
て
い
る
リ
ス
ト
の
い
ず
れ

か

一
つ
以
上
の
取
引
の
横
に
自
分
の
イ
ニ
シ
ヤ
ル
を
記
入
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
。
も
し
本
人
が
代
理
人
に
包
括
的
な
権
限
を
授
与
し
た
い
と
望
む
と

き
は
、
最
後
の

一
四
番
目
の
欄
の
横
に
自
分
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
記
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
統

一
代
理
権
授
与
法
定
書
式
法
は
特

に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
わ
ず
か
に
二
、
三

の
州
で
採
用
を
み
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（■
）
第
五
―
五
〇
一
条
及
び
第
五
―
五
〇
二
条
。

（・２
）
一
九
七
八
年
に
カ
ナ
ダ
の
統
一
法
会
議
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
倣
っ
て
統

一
代
理

権
法
の
草
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
草
案
は
後
に
プ
リ
テ
ィ
ツ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

五

人

一

デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
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ア
州
、
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
、
マ
ニ
ト
ウ
バ
州
に
よ
つ
て
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
採

用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

（
・３
）
ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
イ
ニ
ア
州
継
続
的
代
理
権

¨
注
釈
ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
イ
ニ
ア
統
合

制
定
法
第
五
六
〇
一
条
―
第
五
六
〇
七
条

（
一
九
人
二
年
）。

（
・４
）
異
な
っ
た
取
引
形
態
と
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
（
ａ
）
不
動
産
取
引
、
（
ｂ
）

有
体
動
産
取
引
、
（
ｃ
）
株
式
及
び
債
券
取
引
、
（ｄ
）
商
品
先
物
及
び
オ
プ
シ
ョ

ン
取
引
、
（
ｅ
）
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
取
引
、
（ｆ
）
事
業
経
営
取
引
、
（
こ

保
険
及
び
年
金
取
引
、
（ｈ
）
財
産
権

。
信
託
及
び
そ
の
他
の
受
益
者
取
引
、

（ｉ
）
請
求
及
び
訴
訟
、
（ｊ
）
本
人
及
び
家
族
扶
養
、
（ｋ
）
社
会
保
障
・
メ
デ
ィ

ヶ
ア
・
メ
デ
ィ
ヶ
イ
ド

。
そ
の
他
の
政
府
計
画

・
兵
役
か
ら
の
給
付
金
、
（
１
）

退
職
計
画
取
引
、
（
ｍ
）
税
関
係
事
務
、
（
ｎ
）
上
記
の
す
べ
て
の
権
限
。

第
二
世
代

継
続
的
代
理
権
の
第
二
世
代
は
、　
一
九
八
六
年
二
月
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
施
行
さ
れ
た

一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
涯
と
と
も
に
始
ま
っ

た
。
こ
の
法
律
は
法
律
委
員
会
に
よ
つ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
委

員
会
の
報
告
書
で
あ
る

『無
能
力
で
あ
る
本
人
』
は

一
九
八
三
年
に
出
版
さ

れ
た
。

五
人
三

法
律
委
員
会
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
カ
ナ
ダ
の
最
近
の
継
続
的
代
理
権

に
関
す
る
立
法
を
調
査
し
、
「基
本
的
な
枠
組
み
」
と
呼
ぶ
三
つ
の
共
通
す

る
特
徴
を
認
定
峰
だ
。

基
本
的
な
枠
組
み
は
以
下
の
も
の
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

・
代
理
権
は
自
分
が
意
思
無
能
力
に
な
つ
て
も
存
続
し
う
る
べ
き
だ
と
い
う

本
人
の
意
思
を
示
す
本
人
の
供
述
を
文
書
が
含
ん
で
い
る
と
い
う
要
件
。

・
代
理
入
以
外
の
者
が
証
人
と
し
て
立
ち
会
い
署
名
を
す
る
な
か
で
本
人
の

署
名
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
件
。

・
継
続
的
代
理
権
は
裁
判
所
の
介
入
に
よ
つ
て
終
了
さ
せ
ら
れ
る
う
る
、
又

は
裁
判
所
が
選
任
し
た
後
見
人
に
よ
っ
て
撤
回
さ
せ
ら
れ
う
る
、
と
い
う

仕
組
。

法
律
委
員
会
は
、
連
合
王
国
議
会
に
こ
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
推
薦
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
同
委
員
会
は
こ
の
枠
組
み
が
複
雑
で
な
い
こ
と
を

評
価
し
て
い
た
が
、
本
人
に
対
し
て
十
分
な
保
護
を
提
供
し
て
い
る
と
は
考

え
な
か
っ
た
か
ら
で
ぁ
杷
。

そ
の
代
わ
り
に
、
同
委
員
会
は
以
下
の
よ
う
な
主
要
な
特
徴
を
持
つ
よ
り

精
巧
な
仕
組
み
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

・
本
人
の
精
神
能
力
。



継
続
的
代
理
権
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
継
続
的
代
理
権
は
継
続
的
代
理

権
の
性
質
と
効
力
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
よ
つ
て
付
与
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
制
定
法
は
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
の
に
必

要
な
能
力
を
実
際
に
定
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
継
続
的
代
理
権
授
与
証

書
を
作
成
す
る
の
に
必
要
な
能
力
は
、
後
に
な
っ
て
、
以
下
に
お
い
て
論
じ

る
予
定
の
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

・
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
書
式
と
内
容
。

継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
は
大
法
官
が
指
定
す
る
書
式
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
し
た
り
受
け
入
れ
た
り
す
る
こ
と

の
効
果
に
関
す
る
説
明
情
報
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
だ
。

・
保
護
裁
判
所
へ
の
登
録
。

本
人
が
意
思
能
力
を
喪
失
し
又
は
意
思
能
力
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
と
信
ず
る

に
足
り
る
理
由
が
代
理
人
に
あ
る
と
き
は
、
代
理
人
は
保
護
裁
判
所
に
対
し

て
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
登
録
の
申
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
配
。

・
親
族
へ
の
通
知
。

裁
判
所

へ
登
録
の
申
立
て
を
す
る
直
前
に
、
代
理
人
は
登
録
の
申
立
て
を
し

よ
う
と
す
る
意
思
の
通
知
を
本
人
及
び
本
人
の
最
も
近
い
親
族
の
う
ち
少
な

く
と
も
三
人
に
対
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
だ
。

・
登
録
へ
の
異
議
申
立
て
権
。

登
録
の
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
意
思
の
通
知
を
受
け
取
っ
て
か
ら
四
週
間

以
内
に
、
本
人
又
は
本
人
の
親
族
は
継
続
的
代
理
権
の
登
録
に
対
し
て
五
つ

の
理
由
の
う
ち
の
一
つ
以
上
の
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
い
て
も
異
議
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
五
つ
の
理
由
と
は
、
以
下
の
も
の
で
な
ど
。

（
ａ
）
代
理
権
が
、
通
常
本
人
が
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
意

思
能
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
継
続
的
代
理
権
と
し

て
有
効
で
は
な
い
こ
と
。

（ｂ
）
本
人
が
継
続
的
代
理
権
を
撤
回
し
た
の
で
継
続
的
代
理
権
が
も
は
や

存
在
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
ｃ
）
本
人
が
ま
だ
意
思
能
力
を
喪
失
し
て
い
な
い
た
め
に
、
継
続
的
代
理

権
を
登
録
す
る
申
立
て
が
時
期
尚
早
で
あ
る
こ
と
。

（ｄ
）
本
人
に
継
続
的
代
理
権
を
設
定
さ
せ
る
た
め
に
、
詐
欺
又
は
不
当
な

圧
力
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
。

（
ｅ
）
す
べ
て
の
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
代
理
人
が
ま
さ
に
こ
の
本
人
の
代

理
人
と
な
る
の
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
。

五

人

三

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
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・
贈
与
。

代
理
人
は
慈
善
事
業
や
本
人
の
親
族
も
し
く
は
関
係
者
に
対
し
て
の
み
贈
与

を
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
家
族
や
友
人
に
対
す
る
贈
与
は
誕
生
日
や
結

婚
記
念
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
限
つ
て
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
贈
与
の
価
格

は
、
す
べ
て
の
状
況
、
特
に
本
人
の
財
産
の
規
模
に
照
ら
し

「不
相
当
で
な

い
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
に
。
税
金
対
策
の
実
践
の
一
部
と
な
る
こ
と
を

意
図
し
て
な
さ
れ
る
贈
与
で
そ
の
価
格
が
相
当
性
を
超
え
る
も
の
は
、
す
べ

て
保
護
裁
判
所
に
よ
つ
て
事
前
に
許
可
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
に
。

・
保
護
裁
判
所
の
役
割
。

法
律
委
員
会
は
、
保
護
裁
判
所
が
存
在
す
る
こ
と
が
究
極
の
濫
用
防
止
策
で

あ
り
、
ま
た
濫
用
防
止
策
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
だ
崎
魔
。
裁
判

所
が
継
続
的
代
理
権
の
運
用
に
関
わ
る
こ
と
は
、
登
録
過
程
そ
れ
自
体
を
除

い
て
は
、
原
則
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
は
る
か
に
例
外
で
あ
ろ
う
と
法
律
委

員
会
は
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
こ
の
こ
と
が
後
見
制
度
に
関
す
る
制
定
法

（
一
九

八
三
年
精
神
保
健
法
）
下
の
裁
判
所
の
機
能
と

一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権

法
下
の
裁
判
所
の
機
能
の
本
質
的
な
違
い
で
あ
る
。
前
者
の
下
に
お
い
て
は
、

裁
判
所
は
後
見
人
を
監
督
す
る
責
任
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
後

者
の
下
に
お
い
て
は
、
責
任
は
断
固
と
し
て
代
理
人
自
身
に
与
え
ら
れ
て
お

五
八
四

り
裁
判
所
は
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
の
み
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
矯
正
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、

代
理
人
の
行
為
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
継
続
的
代
理

権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
ぁ
確
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
継
続
的
代
理
権
は

「非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
専
門
家
の

法
的
な
助
け
を
借
り
ず
に
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ

る
」
と
し
て
、
特
に
オ
ー
ス
ト
レ
イ
リ
ア
に
お
い
て
批
判
さ
れ
て
き
て
い
る
。

継
続
的
代
理
権
の
利
用
に
際
し
て
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
複
雑
な
諸
要

件
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「利
用
者
に
苦
痛
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
、
正
式
の
後
見
制
度
や
財
産
管
理
の
計
画
と
大
差
な
い
、
使
い
勝
手

が
悪
い
、
公
的
で
官
僚
的
な
制
度
」
が
作
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
効
果

（２５
）

が
生
じ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

実
際
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
律
委
員
会
は
、
そ
の
提
案
が
す
で
に
十
分
に

複
雑
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
よ
り

一
層
提
案
を
複
雑
に
し
た
く
な

か
っ
た
が
た
め
に
、
数
多
く
の
重
要
な
問
題
に
取
り
か
か
る
の
を
回
避
し
た

の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
制
定
法
は
人
々
が
継
続
的
代
理
権
の
も
と
で
代
理
人

と
し
て
選
任
を
受
け
る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
代
理
人
と
し
て
行
動
す

る
気
持
ち
を
そ
ぎ
か
ね
な
い
義
務
や
責
任
や
制
裁
の
羅
列
を
含
む
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
保
証
し
よ
う
と
法
律
委
員
会
は
意
欲
を
燃
や
し
た
。



い
く
つ
か
の
批
判
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
さ
れ
た
書

式
の
使
用
の
降
網
、
継
続
的
代
理
権
に
異
議
を
申
し
立
て
る
経
穫
、
継
続
的

代
理
権
授
与
証
書
を
裁
判
所
に
登
録
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

に
代
表
さ
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
継
続
的
代
理
権
の
枠
組
み
の
多
様
な
特
徴

は
、
後
に
他
の
い
く
つ
か
の
法
域
に
お
い
て
採
用
を
見
て
い
る
の
で
ぁ
確
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
継
続
的
代
理
権
は
依
然
と
し
て
、
本
人
の
財
産
や
金
銭

的
な
事
柄
に
関
す
る
意
思
決
定
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
五
年
に
法
律

委
員
会
は

「意
思
無
能
力
」
に
関
す
る
報
缶
ぎ
を
公
に
し
た
。
そ
の
報
告
書

の
中
で
、
法
律
委
員
会
は
継
続
的
代
理
権
法
を
廃
上
し
、
そ
れ
に
代
え
て
意

思
無
能
力
法
を
制
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
意
思
無
能
力
法
の
も
と
で
は
、

本
人
は
財
産
上
の
意
思
決
定
の
み
な
ら
ず
医
療
上
の
意
思
決
定
や
、
ど
こ
に

住
む
か
、
誰
と

一
緒
に
住
む
か
、
誰
と
連
絡
を
取
り
合
う
か
な
ど
の
個
人
的

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
意
思
決
定
を
も
対
象
と
す
る
新
し
い
持
続
的

代
理
権
授
与
証
書

（ｏ
ｏ
ユ
い●
巳
口
”
り
ｏ
ヨ
ｑ

ｏ
『
＞
一ざ
目
ｏじ

を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
府
は
立
法
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
上
時
間
が
あ
り
次
第
、
可
及
的
速
や
か
に
こ
の
提
案
を
実
行
す
る
つ
も
り

で
あ
る
と
述
べ
て
ぃ
型
。
し
か
し
な
が
ら
、
継
続
的
代
理
権
の
新
た
な
第
三

世
代
の
登
場
に
よ
っ
て
、
こ
の
提
案
は
す
で
に
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

継
続
的
代
理
権
の
第
二
世
代
の
最
新
の
例
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
一
九
九

六
年
代
理
権
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制
定
法
と

同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
委
員
会
に
よ
っ
て

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
改
革
を
取
り
込
ん
で
お
り
、　
一
九
八
三
年
の
時
点
で

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
委
員
会
が
考
慮
す
る
の
を
た
め
ら
つ
た
数
多
く
の
問
題

を
も
特
に
取
り
扱
っ
て
ぃ
犯

。
こ
の
法
律
は
、
ど
こ
に
住
む
か
、
誰
と
住
む

か
、
誰
と
面
会
し
誰
と
面
会
し
な
い
か
と
い
っ
た
身
上
監
護
に
関
す
る
意
思

（３２
）

決
定
を
、
本
人
が
代
理
人
に
委
ね
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
制
定
法
は
本
人
が
継
続
的
代
理
権
を
作
成
す

る
意
思
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
医
師
が
証
明
す
る
こ
と
を
要
求
し
て

ぃ
型

。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

一
九
九
六
年
代
理
権
法
は

一
九
九
六
年
八
月

一
日

に
実
施
さ
れ
、
そ
の
施
行
後
の
最
初
の
四
年
間
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
に

一

〇
〇
件
の
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
が
裁
判
所
の
被
後
見
人
事
務
所
に
登
録

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
は
特
に
多
い
と
い
う
ほ

ど
で
も
な
く

（約
二
、
○
〇
〇
、
○
○
○
人
）、
比
較
的
若
い
人
が
多
い
が
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
制
定
法
施
行
後
の
最
初
の
四
年
間
に
登
録
さ
れ
た
継
続
的

代
理
権
授
与
証
書
の
数
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
期
間
に
少
な
く
と
も
四
〇

〇
件
の
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
が
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
で
き
た

こ
と
に
な
る
。
規
制
が
強
め
ら
れ
た
こ
と
、
特
に
、
継
続
的
代
理
権
授
与
証

五
八
五

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
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書
を
作
成
す
る
時
点
で
医
師
が
本
人
の
能
力
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
い
う
要
件
に
よ

っ
て
、
数
多
く
の
人
々
が
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作

成
す
る
こ
と
を
思
い
と
ど
ま

っ
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。

（
・５
）
法
律
委
員
会

『無
能
力
で
あ
る
本
人
』
２

九
人
三
年
）
第
三
。
一
七
．
節
。

（
・６
）
同
書
第
三
．
二
一
．
節
。

（
・７
）
一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
法
第
二
条

（
一
）。
大
法
官
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
は
司
法
大
臣
に
相
当
す
る
。
継
続
的
代
理
権
法
が

一
九

八
六
年
三
月
に
施
行
さ
れ
て
以
来
、
ず
っ
と
指
定
さ
れ
た
書
式
が
存
在
し
て
い

る
。
最
初
の
指
定
さ
れ
た
書
式
は
一
九
八
六
年
三
月

一
〇
日
か
ら
一
九
八
八
年

六
月
三
〇
日
ま
で
利
用
で
き
た
。
次
の
指
定
さ
れ
た
書
式
は
一
九
八
七
年

一
一

月

一
日
か
ら
一
九
九

一
年
七
月
三
〇
日
ま
で
利
用
で
き
た
。
そ
し
て
第
三
番
目

の
指
定
さ
れ
た
書
式
は
一
九
九
〇
年
七
月
三
一
日
か
ら
利
用
可
能
と
な
っ
て
い

２
つ
。

（
‐８
）

一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
法
第
四
条

（
一
）
及
び

（
二
）。

（
・９
）
同
法
第
四
条

（三
）。

一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
法
の
附
則

一
は
親
族
の
優

先
順
位
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

（
ａ
）
夫
又
は
妻
、

五
八
六

（ｂ
）
子
、

（
↓

親
、

（ｄ
）
兄
弟
姉
妹
、

（
ｅ
）
本
人
の
子
の
寡
婦
又
は
螺
夫
、

（ｆ
）
孫
、

（
ｇ
）
お
い
と
め
い
、

（ｈ
）
お
じ
と
お
ば
、

（ｉ
）
い
と
こ
。

（２０
）
一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
法
第
六
条

（五
）。

（
２‐
）
同
法
第
三
条

（五
）。

（
２２
）
同
法
第
八
条

（二
Ｘ

ｅ
）。
ダ
ブ
ユ
ー
に
関
す
る
事
件

（雪
一〇
〇
〇
年
］
］
＞
目

日
”

ヽ
３

も
参
照
。

（
２３
）
法
律
委
員
会

『無
能
力
で
あ
る
本
人
』
２

九
人
三
年
）
第
三
．
三
八
．
節
。

（
２４
）
同
書
第
四
．
七
八
．
節
。
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
が
登
録
さ
れ
た
後
に
保
護

裁
判
所
が
果
た
す
べ
き
機
能
に
つ
い
て
は
、　
一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
法
第

八
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２５
）
オ
‐
ス
ト
レ
イ
リ
ア
法
律
改
革
委
員
会

『継
続
的
代
理
権
』
只
＞
ｒ
”
ｏ
ミ
）

（
一
九
八
八
年
と

第

一
四
．
節
。

（
２６
）
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
九
八
八
年
身
上
財
産
権
利
保
護
法
を



参
照
。

（
２７
）
た
と
え
ば
、
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ユ
・
コ
ロ
ン
ピ
ア
の
一
九
九
三
年
代
理
合
意
法
を

参
照
。

（
２８
）
た
と
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

一
九
九
六
年
代
理
権
法
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

二
〇
〇
〇
年
無
能
力
成
年
者
法
第

一
九
条
、
プ
リ
テ
ィ
ツ
シ
ユ
・
コ
ロ
ン
ピ
ア

の

一
九
九
三
年
代
理
合
意
法
第

一
四
条
。

（
２９
）
法
律
委
員
会

『意
思
無
能
力
』
法
律
委
員
会

一
九
九
五
年
第
二
三

一
号
。

（
３０
）
大
法
官
府

『意
思
決
定
」
２

九
九
九
年

一
〇
月
二
七
日
）
第
七
節
。

（
３．
）
た
と
ぇ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
一
九
九
六
年
代
理
権
法
第
五
条

（四
）
は
、
代

理
人
と
し
て
行
動
す
る
資
格
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
者
に
関
す
る
記
述
を
含
ん
で

い
る
。
そ
れ
に
は
、
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
る
者
、
詐
欺
や
不
正
行
為
を
含
む

犯
罪
又
は
本
人
の
身
上

・
財
産
に
対
す
る
犯
罪
の
有
罪
決
定
を
受
け
た
者
が
含

ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
九
〇
年
会
社
法
の
も
と
で
命
令
が
下
さ
れ
て
い

る
者
、
本
人
が
居
住
し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
の
所
有
者
や
そ
の
被
用
者
も
代
理

人
と
し
て
行
動
す
る
資
格
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
。

（
３２
）

一
九
九
六
年
代
理
権
法
第
四
条

（
一
）。

（
３３
）
同
法
第
五
条

（
二
×
ｄ
Ｘ

Ш
）。

第
二
世
代
に
向
け
て

一
九
八
０
年
代
を
通
じ
て
継
続
的
代
理
権
に
対
す
る

一
般
人
や
専
門
家
の

認
識
は
極
め
て
好
意
的
で
盲
目
的
に
無
批
判
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
つ
て
よ
い

く
ら
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、　
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
継
続
的

代
理
権
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
問
題
よ
り
も
新
た
に
生
じ
た
問
題
の
方
が
多

い
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
懸
念
や
継
続
的
代
理
権
は
特
に
濫
用
さ
れ
や
す

い
と
い
う
懸
念
が
募
っ
て
い
た
。
会
計
説
明
責
任

■
担
保
提
供

・
監
督
と
い
っ

た
事
柄
―
こ
れ
ら
の
も
の
を
回
避
す
る
た
め
に
継
続
的
代
理
権
が
考
案
さ
れ

た
ま
さ
に
そ
の
も
の
―
が
徐
々
に
再
び
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

一
九
九
四
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会
の
遺
産
管
理

。
信
託
部
会
は

そ
の
二
、
二
四
二
名
の
会
員
に
対
し
て
、
継
続
的
代
理
権
の
濫
用
に
関
す
る

会
員
の
経
験
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
行
す
る
方
法
に
よ
っ
て
調
査
を
行
っ

た
。
八
五
四
名

（三
八
％
）
が
回
答
し
、
そ
の
結
果
は

一
九
九
六
年

一
月
に

デ
イ
ヴ
イ
ド

・
イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
と
キ
ン
バ
リ
ー

・
ウ
ル
フ
に
よ
っ
て
雑
誌

「遺
産
管
理
と
財
産
」
に
お
い
て
分
析
さ
崎
だ
。

回
答
者
の
四
〇
％
が
、　
一
つ
な
い
し
は
複
数
の
継
続
的
代
理
権
が
濫
用
さ

れ
た
事
例
を
知

っ
て
い
た
。
回
答
者
の
六
二
％
が
濫
用
の
発
生
率
は

一
％
以

下
で
あ
る
と
結
論
し
、
九

一
％
が
五
％
以
下
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
回

五
八
七

デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論



法
政
研
究
五
巻
三

・
四
号

含
一〇
〇

一
年
）

答
者
は
最
も
よ
く
あ
る
濫
用
例
と
し
て
本
人
の
財
産
を
移
転
し
て
し
ま
う
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。
事
例
の
九

一
％
が
こ
の
類
型
に
属
し
、
平
均
し
て
本
人

の
財
産
の
五
〇
％
が
被
害
を
受
け
て
い
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
継
続
的
代
理
権
の
枠
組
に
組
み
込
ま
れ
た
す
べ
て
の
濫

用
防
止
策
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
濫
用
の
発
生
率
は
は
る
か
に
高

い
と
い
う
記
録
を
信
頼
し
て
い
る
。
そ
の
真
実
性
を
証
明
で
き
る
統
計
資
料

を
作
り
出
す
の
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
八
件
の
う
ち

一
件
の
割
合
で

財
産
上
の
濫
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
ぃ
馳

。
こ
こ
で
の
濫
用
の

種
類
は
二
つ
の
極
端
な
事
例
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。　
一
方
の

極
端
は
、
裁
判
所
の
許
可
な
く
贈
与
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
旨
の
規
則
に
違

反
す
る
と
い
う
些
細
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
常
、
代
理
人
が
自
分
が
し

て
よ
い
こ
と
と
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
を
単
純
に
誤
解
し
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
の
極
端
は
、
故
意
に
よ
る
犯
罪
と
し
て
の

詐
欺
で
あ
る
。
百
万
ポ
ン
ド
を
超
え
る
財
産
の
不
正
横
領
に
関
す
る
事
件
も
、

め
っ
た
に
起
き
て
は
い
な
い
が
、
先
例
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
と
ウ
ル
フ
の
論
文
の
結
論
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
継
続
的
代
理
権
の
濫
用
が
懸
念
す
べ
き

一
領
域
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
濫
用
さ
れ
る
継
続
的
代
理
権
は
比
較
的
小

さ
な
割
合
に
過
ぎ
な
い
が
、
い
ざ
濫
用
事
例
が
生
じ
る
と
、
か
な
り
深
刻
な

五
人
八

事
態
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
ま
だ
発
効
し
て
い
な
い
数
多
く

の
継
続
的
代
理
権
が
実
際
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
実
際
の
濫
用
事
例

が
増
加
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
の
人
口
統
計
の
変
化
も

影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
一
継
続
的
代
理
権
を
利
用
す
る
主
要
な
集
団
で
あ

る
高
齢
者
人
口
は
、
次
の
ほ
ん
の
数
十
年
の
間
に
三
倍
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
濫
用
の
問
題
は
継
続
的
代
理
権
に
限
つ
た
こ
と
で
は
な

い
。
調
査
結
果
は
他
人
の
代
理
を
す
る
者
が
他
人
の
財
産
を
管
理
す
る
と
き

に
は
、
そ
の
者
が
代
理
人
で
あ
る
か
後
見
人
で
あ
る
か
銀
行
預
金
口
座
の
共

同
名
義
人
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
い
つ
で
も
濫
用
が
起
こ
り
う
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
矯
正
的
な
行
為
な
か
で
も
立
法
行
為
は
い
か
な
る
も
の

も
、
継
続
的
代
理
権
だ
け
を
そ
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
こ
の
濫
用
の

問
題
を
よ
り
広
い
視
角
か
ら
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
。

継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
必
要
的
記
載
事
項
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
に

は
十
分
に
注
意
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。　
一
般
大
衆
が
継
続
的
代
理
権

授
与
証
書
を
広
く
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
証
書
の
必
要
的

記
載
事
項
に
何
ら
か
の
変
更
を
加
え
る
の
は
、
消
費
者
を
意
識
し
た
上
で
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
継
続
的
代
理
権
の
利
用
を
実
質
的
に
妨
げ
る
よ

う
な
規
制
は
い
か
な
る
も
の
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。



も
し
こ
の
よ
う
な
規
制
が
な
さ
れ
れ
ば
、
継
続
的
代
理
権
以
外
の
、
よ
り
濫

用
の
危
険
性
が
高
い
、
あ
る
い
は
よ
り
費
用
は
か
か
る
が
よ
り
効
果
は
少
な

い
で
あ
ろ
う
方
策
を
単
に

一
般
大
衆
は
選
択
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
現

実
は
、
規
制
を
す
れ
ば
必
ず
良
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
完
全
に
継

続
的
代
理
権
の
利
用
を
禁
止
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
我
々
は

一
定
の
限
度
で

の
失
敗
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
当
に
必
要
な
の
は
、
規
制
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
よ
り

よ
い
教
育
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
本
人
は
継
続
的
代
理
権
の
利
用
に
本
質
的

に
内
在
す
る
危
険
性
と
信
頼
で
き
る
代
理
人
を
選
ぶ
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
代
理
人
は
自
己
の
責
任
に
つ
い
て
教
育
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
弁
護
士
は
、
依
頼
者
の
個
別
的
な
必
要
性
に
注
意
深
く

応
え
、
専
門
的
知
見
に
基
づ
い
た
助
言
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
絶

え
ず
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
教
育
過
程
を
開
始
す
る

た
め
に
、
当
局
は
必
要
な
助
言
を
与
え
る
消
費
者
向
け
の
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

継
続
的
代
理
権
に
関
す
る
主
要
な
問
題
の

一
つ
は
、
代
理
人
の
行
為
を
取

り
締
ま
る
基
準
が
い
ま
だ
は
っ
き
り
と
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
場
合
、
代
理
人
の
行
為
を
取
り
締
ま
る
基
準
は
考
え
ら
れ
た
こ
と
さ

（３６
）

え
な
い
の
で
あ
る
。
た
い
て
い
の
国
で
は
、
継
続
的
代
理
権
の
も
と
で
行
動

す
る
代
理
人
の
た
め
の
服
務
規
程
は
存
在
し
て
い
な
に
。
立
法
府
と
裁
判
所

は
、
代
理
法
が
予
想
だ
に
せ
ず
、
そ
の
た
め
の
備
え
も
ま
っ
た
く
貧
弱
な
も

の
で
あ
る
状
況
―
す
な
わ
ち
、
本
人
が
意
思
無
能
力
に
な
っ
た
と
い
う
状
況
―

に
対
し
て
、
代
理
法
が
適
用
さ
れ
る
と
単
純
に
決
め
て
か
か
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
継
続
的
代
理
権
の
第
二
世
代
が
出

現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
特
徴
は
、
０
代
理
人
の
義
務
及
び
責

任
を
よ
り
明
確
に
定
め
る
こ
と
、
０
代
理
人
の
活
動
を
監
督
す
る
監
視
者
な

い
し
は
監
督
者
の
選
任
を
勧
め
た
り
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第

二
世
代
の
継
続
的
代
理
権
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
に

（３８
）

あ
る
。

第
三
世
代
の
先
駆
者
は
、　
一
九
九
二
年
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
代
行
決
定
法
で

あ
る
。
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
は
当
初

一
九
七
九
年
に
代
理
権
法
を
可
決
し
た
が
、

こ
の
法
律
は
当
時
他
の
法
域
で
可
決
さ
れ
た
同
様
の
制
定
法
に
違
わ
ず
、
た

だ
代
理
人
の
代
理
権
は
後
に
本
人
が
無
能
力
に
な
っ
て
も
消
滅
し
な
い
と
規

定
す
る
だ
け
で
あ
づ
た
。

一
九
九
二
年
代
行
決
定
法
は
実
質
的
に
み
て
、
以

前
の
制
定
法
よ
り
多
く
の
濫
用
防
止
策
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
濫
用
防
止
策

に
は
、
代
理
人
は
規
則
に
し
た
が
つ
て
、
本
人
の
財
産
に
関
わ
る
す
べ
て
の

取
引
の
会
計
帳
簿
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
件
が
含
ま
れ
て

五
人
九

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
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（３９
）

い
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
規
則
で
あ
る
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
規
則

一
〇
〇

／
九
六
号
に
よ
れ
ば
、
継
続
的
代
理
権
の
も
と
で
行
動
す
る
代
理
人
は
、
裁

判
所
が
選
任
し
た
財
産
後
見
人
と
ま

っ
た
く
同
じ
会
計
帳
簿
と
記
録
を
つ
け

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
会
計
帳
簿
と
記
録
に
は
以
下
の
も
の
が

含
ま
れ
る
。

・
無
能
力
者
に
代
わ
っ
て
代
理
人
や
後
見
人
に
よ
っ
て
最
初
の
取
引
行
為
が

な
さ
れ
た
日
付
の
時
点
で
の
不
動
産
、
金
銭
、
証
券
、
投
資
、
自
動
車
及

び
そ
の
他
の
動
産
を
含
む
無
能
力
者
の
全
資
産
の
リ
ス
ト
。

・
無
能
力
者
に
代
わ
っ
て
獲
得
し
処
分
し
た
資
産
の
継
続
的
な
リ
ス
ト
、
な

お
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
当
該
資
産
が
獲
得
な
い
し
は
処
分
さ
れ
た
日
付
と

理
由
及
び
獲
得
な
い
し
は
処
分
さ
れ
た
相
手
方
に
関
す
る
記
載
が
含
ま
れ

Ｚ
つ
。

・
無
能
力
者
に
代
わ
っ
て
受
け
取
っ
た
す
べ
て
の
金
銭
の
継
続
的
な
リ
ス
ト
、

な
お
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
受
け
取

っ
た
金
額
、
日
付
、
当
該
金
銭
を
受
け

取

っ
た
相
手
方
、
当
該
受
取
が
な
さ
れ
た
理
由
、
当
該
金
銭
が
預
金
さ
れ

た
口
座
の
詳
細
事
項
に
関
す
る
記
載
が
含
ま
れ
る
。

・
無
能
力
者
に
代
わ
っ
て
支
払

っ
た
す
べ
て
の
金
銭
の
継
続
的
な
リ
ス
ト
、

な
お
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
支
払

っ
た
金
額
、
日
付
、
当
該
支
払
が
な
さ
れ

五
九
〇

た
目
的
、
当
該
支
払
の
相
手
方
に
関
す
る
記
載
が
含
ま
れ
る
。

・
無
能
力
者
に
代
わ
っ
て
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
投
資
の
継
続
的
な
リ
ス
ト
、

な
お
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
投
資
の
金
額
、
日
付
、
利
率
、
購
入
な
い
し
は

買
い
一展
さ
れ
た
投
資
の
種
類
に
関
す
る
記
載
が
含
ま
れ
る
。

・
無
能
力
者
に
代
わ
っ
て
代
理
人
や
後
見
人
に
よ
っ
て
最
初
の
取
引
行
為
が

な
さ
れ
た
日
付
の
時
点
で
の
無
能
力
者
の
負
債
の
リ
ス
ト
。

・
無
能
力
者
に
代
わ
っ
て
負
担
し
返
済
し
た
負
債
の
継
続
的
な
リ
ス
ト
、
な

お
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
当
該
負
債
を
負
担
し
又
は
返
済
し
た
日
付
、
当
該

負
債
の
性
質
、
当
該
負
債
を
負
担
し
又
は
返
済
し
た
理
由
に
関
す
る
記
載

が
含
ま
れ
る
。

・
代
理
人
や
後
見
人
が
報
酬
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
は
、
受
け
取
っ
た
金
額
、

日
付
、
計
算
方
法
に
関
す
る
記
載
を
含
む
、
す
べ
て
の
報
酬
の
継
続
的
な

リ
ス
ト
。

・
代
理
人
や
後
見
人
が
世
話
や
管
理
の
手
数
料
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
は
、

当
該
手
数
料
の
計
算
に
用
い
ら
れ
た
資
産
及
び
そ
の
個
々
の
資
産
価
値
の

リ
ス
ト
。

さ
ら
に
、　
一
九
九
二
年
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
代
行
決
定
法
は
、
本
人
の
金
銭

問
題
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
正
当
な
利
益
を
有
す
る
い
ろ
い
ろ

な
人
々
は
、
代
理
人
の
会
計
帳
簿
の
引
渡
し
を
命
じ
る
命
令
を
求
め
て
裁
判



所
に
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
も
規
定
し
て
ぃ
型

。

一
見
す
る
と
代

理
人
が
記
録
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
煩
わ
し
い
こ
と
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
そ
の
記
録
は
他
人
の
金
銭
問
題
の

管
理
を
委
ね
ら
れ
た
者
な
ら
誰
も
が
当
然
に
つ
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

基
本
的
な
会
計
記
録
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

記
録
を
代
理
人
が
自
発
的
に
つ
け
よ
う
と
せ
ず
、
つ
け
る
能
力
も
な
い
と
き

は
、
そ
の
代
理
人
は
、
ま
ず
第

一
に
代
理
人
と
し
て
の
役
割
を
引
き
受
け
る

べ
き
か
否
か
自
体
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
自
身
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、
今
ま
で
保
護
裁
判
所
が
代
理
人
に
会
計
帳

簿
を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
た
こ
と
は
比
較
的
少
な
い
が
、
そ
の
限
り
に
お

い
て
は
、
会
計
帳
簿
は
嘆
か
わ
し
い
く
ら
い
不
十
分
な
も
の
で
あ

っ
た
。
こ

の
理
由
の
大
部
分
は
、
代
理
人
が
本
人
の
事
務
の
管
理
を
引
き
受
け
た
日
に

財
産
目
録
も
資
産
と
負
債
の
リ
ス
ト
も
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（３４
）
デ
イ
ヴ
イ
ド
・
エ
ム
・
イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
と
キ
ン
バ
リ
ー
・
ケ
イ

・
ウ
ル
フ

「継
続
的
代
理
権
の
利
用
に
関
す
る
調
査
結
果
」
遺
産
管
理
と
財
産

一
九
九
六

年
一
―
二
月
号
三
三
―
三
五
頁
。

（３５
）
デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
「勝
手
な
処
置
を
す
る
こ
と
―
継
続
的
代
理
権
と
金

銭
的
濫
用
」
ソ
リ
シ
タ

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四
二
号

（
一
九
九
八
年
九
月

一
一
日
）

八
〇
八
頁
及
び
人
〇
九
頁
。

（
３６
）
キ
ヤ
ロ
ラ
イ
ン

・
エ
ル

・
デ
イ
ツ
セ
ン

「金
銭
に
関
す
る
継
続
的
代
理
権
の
も

と
で
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
―
台
本
な
し
の
役
割
」
ネ
ブ
ラ
ス
カ

・
ロ
ー

・

レ
ヴ
ュ
ー
七
五
号
五
七
五
―
六
二
〇
頁

（
一
九
九
六
年
）。

（
３７
）
二
〇
〇
〇
年
無
能
力
成
年
者

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
法
第

一
三
条

（
一
Ｘ

Ｃ
）

は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
担
当
大
臣
は
、
継
続
的
代
理
人
及
び
福
祉
代
理
人
の

機
能
の
行
使
に
関
す
る
指
導
を
含
む
服
務
規
程
を
準
備
し
て
漸
次
改
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定
し
て
い
る
。
服
務
規
程
の
草
稿
が
現
在
準
備
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
３８
）
『
パ
プ
リ
ッ
ク

・
ト
ラ
ス
ト

・
オ
フ
ィ
ス

（イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）

五
年
次
報
告
』
は

一
九
九
九
年

一
一
月

一
人
日
に
発
行
さ
れ
た
。
同
書
第
四
人

節
は
、
代
理
人
の
活
動
に
対
す
る
監
視
が
な
い
た
め
に
、
「担
当
大
臣
は
現
行

の
継
続
的
代
理
権
の
仕
組
み
を
、　
一
定
の
者
に
と
つ
て
は
実
際
に
保
護
裁
判
所

の
代
わ
り
と
し
て
利
用
で
き
る
手
段
で
あ
る
と
し
て
、
自
信
を
持

っ
て

一
般
人

に
対
し
て
勧
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
提
言
の

一

つ
は
、
代
理
人
を
監
督
す
る
弁
護
士
や
会
計
士
な
ど
の
独
立
し
た
専
門
家
を
本

人
が
指
名
す
る
よ
う
に
求
め
る
規
定
が
、
指
定
さ
れ
た
書
式
に
設
け
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

五
九

一

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論



法
政
研
究
五
巻
三

・
四
号

含
一〇
〇

一
年
）

（
３９
）
一
九
九
二
年
代
行
決
定
法

（改
正
法
）
第
三
八
条
。

（
４０
）
同
法
第
四
二
条
。

第
三
世
代

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
世
代
の
継
続
的
代
理
権
の
主
要
な
特
徴
は
、

０
よ
り
明
確
に
代
理
人
の
義
務
及
び
責
任
を
定
め
る
こ
と
、
②
代
理
人
の
活

動
を
監
督
す
る
監
視
者
な
い
し
は
監
督
者
の
選
任
を
勧
め
た
り
要
求
し
た
り

（
４．
）

す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

代
理
合
意
法
は
ブ
リ
ッ
テ
イ
シ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
立
法
府
に
よ
り
当

初

一
九
九
三
年
七
月
に
可
決
さ
れ
た
が
、
実
際
に
施
行
さ
れ
た
の
は
そ
の
他

の
様
々
な
精
神
保
健
関
係
法
が
発
効
し
た
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
八
日
か
ら
で

（
４２
）

あ

つ
た
。
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
と
同
様
、
ブ
リ
ッ
テ
イ
シ
ユ

・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

は
、
単
に
代
理
人
の
権
限
は
本
人
が
意
思
無
能
力
に
な

っ
た
後
で
も
継
続
し

う
る
と
規
定
し
て
い
る
だ
け
の
継
続
的
代
理
権
の
非
常
に
基
本
的
な
枠
組
み

を
採
用
し
た
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
最
初
の州
の
一つ
に
数
え
ら
れ
て
ぃだ
。

こ
の
新
し
い
制
定
法
は
以
前
の
制
定
法
に
比
べ
て
、
実
質
的
に
よ
り
多
く
の

濫
用
防
止
策
を
含
ん
で
い
る
。

代
理
の
合
意
を
す
る
成
年
者
は
、
当
該
合
意
に
お
い
て
監
視
者
と
し
て
行

五
九
二

動
す
る
者
を
指
名
す
る
か
、
監
視
者
は
必
要
で
は
な
い
と
文
書
で
明
示
的
に

述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
成
年
者
が
監
視
者
の
指
名
も
せ
ず
、
監
視

者
は
必
要
で
な
い
と
述
べ
る
こ
と
も
し
な
い
場
合
に
は
、
公
受
託
者
が
当
該

成
年
者
の
近
親
者
や
友
人
を
監
視
者
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
が
で
諮
だ
。
代

理
の
合
意
に
関
す
る
指
定
さ
れ
た
書
式
が
存
在
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
合
意
は
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
事
実
、
公
受

託
者
が
登
録
し
て
初
め
て
当
該
合
意
は
効
力
を
も
つ
の
で
あ（地
。

（４６
）

代
理
人
は
以
下
の
義
務
を
有
し
て
い
る
。

・
代
理
人
は
正
直
に
誠
実
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
代
理
人
は
合
理
的
に
思
慮
分
別
の
あ
る
人
の
世
話

・
勤
勉
さ

。
技
術
を
実

践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
代
理
人
は
合
意
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
限
内
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
‐

・
成
年
者
が
意
思
決
定
を
す
る
の
を
助
け
る
と
き
又
は
成
年
者
に
代
わ

っ
て

意
思
決
定
を
す
る
と
き
に
は
、
代
理
人
は
、
成
年
者
の
希
望
を
確
定
す
る

た
め
に
最
大
限
、
成
年
者
と
話
し
合
い
、
可
能
で
あ
れ
ば
当
該
希
望
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｏ
成
年
者
の
希
望
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
又
は
当
該
希
望
に
従
う
こ
と

が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
代
理
人
は
成
年
者
が
能
力
を
有
す
る
間
に



表
明
し
た
あ
ら
ゆ
る
指
示
や
希
望
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
代
理
人
は
会
計
記
録
を
つ
け
、
成
年
者

・
監
視
者

・
公
受
託
者
の
要
求
に

よ
り
、
当
該
記
録
を
検
査
及
び
複
写
の
た
め
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・
代
理
人
は
、
代
理
の
合
意
が
発
効
す
る
前
か
ら
資
産
が

一
緒
に
保
有
さ
れ

て
い
る
場
合

（こ
の
場
合
に
は
、
代
理
人
は
成
年
者
の
資
産
に
対
す
る
利

益
を
信
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
）
を
除
き
、
成
年
者
の
資
産
を
自
分

自
身
の
資
産
と
分
別
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
成
年
者
と
代
理
人
と
の
間
に
利
益
相
反
が
生
じ
た
と
き
は
、
代
理
人
は
速

や
か
に
公
受
託
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
、
公
受
託
者
が
与
え
る
、
い
か
な

る
助
言
を
も
検
討
し
、
い
か
な
る
指
示
に
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
代
理
人
は
、
成
年
者
か
ら
代
理
権
を
与
え
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
行
う

に
あ
た
つ
て
援
助
と
な
る
、
有
資
格
者
の
サ
ー
ヴ
イ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

監
視
者
は
以
下
の
義
務
と
権
限
を
有
し
て
ぃ
だ

。

・
監
視
者
は
代
理
人
が
そ
の
義
務
に
従

つ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
非
常
識
で
な
い
時
間
で
あ
る
な
ら
ば
い
つ
で
も
、
監
視
者
は
成
年
者
を
訪

問
し
て
成
年
者
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

ｏ
成
年
者
の
監
護
又
は
監
督
を
し
て
い
る
も
の
は
誰
で
も
、
監
視
者
が
成
年

者
を
訪
問
し
て
成
年
者
と
話
す
こ
と
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

・
監
視
者
は
代
理
人
に
対
し
て
、
会
計
記
録
を
提
出
し
又
は
監
視
者
が
特
定

す
る
い
か
な
る
事
柄
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

２
一
。

・
代
理
人
が
監
視
者
の
指
図
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
監
視
者
は
速
や
か
に
公

受
託
者
に
そ
の
旨
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

代
理
合
意
法
は
、
異
議
あ
る
者
が
代
理
の
合
意
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
様
々
な
財
艘

及
び
裁
判
所
が
代
理
の
合
意
を
取
り
消
せ
る
漿
ダ
に
つ

い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
第
三
世
代
の
継
続
的
代
理
権
の
原
型
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
、
も
ち
ろ
ん
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
日
本
の
任
意
後
見

契
約
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
任
意
後
見
契
約
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

ｏ
任
意
後
見
契
約
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
様
式
の
公
正
証
書
に
よ
つ
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
理
。

・
任
意
後
見
契
約
は
、
公
証
人
の
嘱
託
に
よ

つ
て
登
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

（
５‐
）

な
い
。

●
任
意
後
見
契
約
は
、
家
庭
裁
判
所
が
任
意
後
見
監
督
人
を
と
使
し
た
場
合

五
九
三

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論



法
政
研
究
五
巻
三

・
四
号

含
一〇
〇

一
年
）

に
の
み
効
力
を
生
じ
る
。
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律
は
任
意
後
見
監

督
人
の
無
慶
に
つ
い
て
も
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。

ブ
リ
ツ
テ
イ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
制
定
法
は
監
視
者
を
選
任
す
る
か

否
か
を
本
人
が
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
日
本
の
制
定
法
は
監
督

人
の
選
任
を
裁
判
所
の
決
定
事
項
と
し
て
い
る
。
ブ
リ
ッ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
の
制
定
法
は

一
見
本
人
の
自
律
性
と
自
己
決
定
の
権
利
を
尊
重
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
主
張
は
誇
張

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
継
続
的
代
理
権
の
も
と
に
お
け
る
真
の
自
立
性
は

確
固
と
し
て
代
理
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
理

人
と
通
謀
す
る
よ
う
な
監
視
者
を
本
人
が
選
ん
で
し
ま
い
、
監
視
手
続
が
形

だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
危
険
性
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

スυ
。監

視
が
う
ま
く
い
つ
て
い
る
か
、
監
視
の
仕
事
を
自
発
的
に
引
き
受
け
る

志
願
者
が
絶
え
ず

一
定
数
存
在
し
て
い
る
か
を
知
る
の
は
、
興
味
深
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
二
年
前
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
高
等
法
院
の
一
人
の
裁
判
官
が
、

本
人
が
過
去

一
五
年
間
同
棲
し
て
い
る
女
性
を
代
理
人
に
選
任
す
る
継
続
的

代
理
権
授
与
証
書
の
登
録
を
、
本
人
の
五
人
の
子
供
達
が
そ
の
登
録
に
断
固

と
し
て
反
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
定
し
た
。
そ
の
裁
判
官
は
そ
の
女

性
代
理
人
に
会
計
帳
簿
を
六
ケ
月
ご
と
に
私
に
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
、
実

五
九
四

際
、
彼
女
は
そ
う
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
主
と
し
て
、
会
計
帳
簿
に
は

代
理
人
が
見
せ
て
も
よ
い
と
選
択
し
た
情
報
だ
け
が
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う

理
由
か
ら
、
私
は
そ
の
会
計
帳
簿
を
完
全
に
自
信
を
持

っ
て
承
認
す
る
気
に

は
決
し
て
な
れ
な
い
。
代
理
人
が
そ
の
義
務
を
申
し
分
な
く
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
の
は
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
責
任
を
伴
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
４‐
）
『パ
プ
リ
ッ
ク
・
ト
ラ
ス
ト

・
オ
フ
ィ
ス
五
年
次
報
告
』
の
第
四
人
節
は
、
代

理
人
の
活
動
に
対
す
る
監
視
が
な
い
た
め
に
、
「担
当
大
臣
は
現
行
の
継
続
的

代
理
権
の
仕
組
み
を
、　
一
定
の
者
に
と
つ
て
は
実
際
に
保
護
裁
判
所
の
代
わ
り

と
し
て
利
用
で
き
る
手
段
で
あ
る
と
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
一
般
人
に
対
し
て

勧
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
提
言
の
一
つ
は
、
代

理
人
を
監
督
す
る
弁
護
士
や
会
計
士
な
ど
の
独
立
し
た
専
門
家
を
本
人
が
指
名

す
る
よ
う
に
求
め
る
規
定
が
、
指
定
さ
れ
た
書
式
に
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
４２
）
一
九
九
二
年
プ
リ
ッ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
制
定
法
第
六
七
号
代
理
合
意

法
。
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
八
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
れ
以
外
の
制
定
法
は
、
身
上

監
護
の
同
意
及
び
世
話
施
設
法
、
成
年
後
見
法
、
公
後
見
人
及
び
公
受
託
者
法

で
あ
る
。

（
４３
）
一
九
七
九
年
代
理
権
法
。



（
４
）
一
九
九
三
年
代
理
合
意
法
第

一
二
条
。

（
４５
）
同
法
第

一
四
条

（
一
）。

（
４６
）
同
法
第

一
六
条
。

（
４７
）
同
法
第
二
〇
条
。

（
４８
）
同
法
第
三
〇
条
。

（
４９
）
同
法
第
三
二
条
。

（
５０
）
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律

（
一
九
九
九
年
法
律
第

一
五
〇
号
）
第
三
条
。

（
５．
）
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律

（
一
九
九
九
年
法
律
第

一
五
二
号
）。

（
５２
）
任
意
後
見
契
約
に
関
す
る
法
律

（
一
九
九
九
年
法
律
第

一
五
〇
号
）
第
四
条
。

（
５３
）
同
法
第
七
条
。

継
続
的
代
理
権
に
対
す
る
需
要

継
続
的
代
理
権
は
、
精
神
的
障
害
に
よ
り
自
分
で
意
思
決
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
の
た
め
に
、
裁
判
所
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
後
見
手
続
の
よ
り

安
価
で
時
間
や
費
用
が
か
か
ら
な
い
代
替
策
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

自
分
の
事
務
を
管
理
す
る
意
思
能
力
が
な
い
者
は
、
四
つ
の
主
要
な
範
疇

に
分
類
さ
れ
る
。

・
主
と
し
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
多
梗
塞
痴
果
を
患
っ
て
い
る
高
齢
精
神

衰
弱
者
。

・
た
と
え
ば
精
神
分
裂
症
や
両
極
性
情
緒
障
害
（躁
鬱
病
）を
患
っ
て
い
る
、

地
域
社
会
で
生
活
し
て
い
る
精
神
障
害
者
。

・
知
的
障
害
者
。

・
重
い
脳
損
傷
を
受
け
、
そ
の
傷
害
に
つ
い
て
補
償
金
を
与
え
ら
れ
て
い
る

事
故
の
被
害
者
。

継
続
的
代
理
権
は
、
実
際
に
は
、
高
齢
精
神
衰
弱
者
に
対
し
て
だ
け
適
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
継
続
的
代
理
権
の
考
え
方
は
、
ま
だ
自
分
の
事
務
を

管
理
で
き
る
段
階
で
、
自
分
が
高
齢
に
な
っ
て
意
思
無
能
力
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
可
能
性
に
備
え
て
計
画
す
る
事
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。　
一

般
的
に
言
っ
て
、
継
続
的
代
理
権
は
、
そ
の
多
く
が
他
人
に
自
分
の
事
務
を

支
配
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
敵
意
を
持
っ
て
反
応
し
、
し
た
が
っ
て
で
き
る

限
り
早
い
機
会
に
継
続
的
代
理
権
を
撒
回
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
、
地

域
社
会
で
生
活
し
て
い
る
精
神
障
害
者
に
は
適
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
後
見
人
の
方
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
主
と
し
て
、
そ
も
そ
も

知
的
障
害
者
は
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
能
力
を
欠
い
て
い
る

と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
継
続
的
代
理
権
は

一
般
に
知
的
障
害
者
に
適
し
て

い
な
い
。
さ
ら
に
、
継
続
的
代
理
権
は
事
故
の
被
害
者
に
も
適
し
て
い
な
い
。

担
保

・
責
任

・
監
督
な
ど
の
濫
用
防
止
策
が
存
在
し
な
い
点
か
ら
み
て
、
継

五
九
五
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ズ
イ
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・
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ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
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続
的
代
理
権
は
か
な
り
の
額
に
上
る
与
え
ら
れ
た
補
償
金
の
管
理
に
真
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
八
六
年
三
月
に

一
九
八
五
年
継
続
的
代
理
権
法
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
施
行
さ
れ
て
以
来
、
継
続
的
代
理
権
の
登
録
申
請
数
は
平
均

し
て
年

一
四
％
ず
つ
増
加
し
て
き
て
い
る
。
同
じ
期
間
を
通
し
て
裁
判
所
が

選
任
す
る
後
見
人
の
申
立
て
数
は
、
概
ね
六
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
件
と
い
う

一
定
し
た

値
を
示
し
続
け
て
い
る
。
保
護
裁
判
所
は
、
後
見
人
の
選
任
を
命
じ
た
約
二

二
、
○
○
○
人
の
財
産
と
事
務
に
対
し
て
責
任
を
負

っ
て
い
る
。
継
続
的
代

理
権
の
も
と
で
行
動
し
て
い
る
代
理
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
財
産
の

総
数
に
つ
い
て
正
確
な
数
字
を
あ
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
本
人

が
継
続
的
代
理
権
を
登
録
し
た
日
か
ら
約
三
年
の
平
均
余
命
を
有
す
る
と
い

う
こ
と
を
基
礎
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
三
〇
、
○
○
○
件
位
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

五
九
六

継続的代理権の登録申請
1986年-1999年 (件 )

11337
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1995 1996 1997 1998 1999i986 1987 1988 1989



継
続
的
代
理
権
の
最
大
の
受
容
層
は
高
齢
者
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
継
続

的
代
理
権
の
登
録
申
請
が
な
さ
れ
る
時
点
で
の
本
人
す
な
わ
ち
設
定
者
の
平

均
年
齢
は
八
五
才
で
あ
る
。
設
定
者
の
七
五
％
が
女
性
で
あ
る
が
、
こ
の
事

実
は
八
五
才
の
一
般
人
口
に
お
け
る
女
性
対
男
性
の
割
合
と

一
致
し
て
い
る
。

1999年の継続的代理権の登録申請

設定者の生まれた年

(件 )
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前
の
グ
ラ
フ
は
、
本
人

（す
な
わ
ち

「設
定
者
し

が
生
ま
れ
た
年
と
の

関
連
に
お
け
る

一
九
九
九
年
の
継
続
的
代
理
権
の
登
録
申
請
数
を
示
し
て
お

り
、
後
の
グ
ラ
フ
は
、
登
録
申
請
が
な
さ
れ
た
時
点
で
本
人
が
六
〇
代
か
七

〇
代
か
八
〇
代
か
九
〇
代
か
に
よ
っ
て
本
人
の
年
齢
を
分
類
し
て
い
る
。

五
九
八

継
続
的
代
理
権
法
の
も
と
に
お
い
て
は
、
本
人
が
二
人
以
上
の
代
理
人
を

選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
二
％
の
本
人
が
、
た
だ

一
人
の
代
理
人
を
選

任
し
て
い
る
。
三
二
％
の
本
人
が
、
連
帯
し
て
行
動
す
る
二
人
以
上
の
代
理

人
を
選
任
し
て
い
る
。
こ
こ
で

「連
帯
し
て
行
動
す
る
」
と
は
、
希
望
に
よ
っ

て
、
全
員

一
緒
に
行
動
し
て
も
よ
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
行
動
し
て

も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
残
り
の
六
％
の
本
人
は
共
同
じ

て
行
動
す
る
二
人
以
上
の
代
理
人
を
選
任
し
て
い
る
。
こ
こ
で

「共
同
し
て

行
動
す
る
」
と
は
、
両
方
な
い
し
は
全
員
の
代
理
人
が
あ
ら
ゆ
る
取
引
に
お

い
て

一
緒
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

非
常
に
少
な
い
割
合
の
事
例
に
つ
い
て
、
継
続
的
代
理
権
の
登
録
に
対
す

る
異
議
申
立
て
が
な
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。
相
当
し
つ
こ
い
異
議
申
立
て

（例
年
、
登
録
申
請
総
数
の
約

一
％
に
お
い
て
生
じ
る
）
は
、
通
常
、
裁
判

所
の
審
理
で
判
断
さ
れ
る
が
、
家
族
内
、
通
常
は
兄
弟
姉
妹
間
、
に
お
け
る

昔
か
ら
の
か
つ
現
在
進
行
中
の
紛
争
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

二
っ
の
大
変
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
異
議
申
立
て
理
由
は
、
０
代
理
人
が
不

適
任
で
あ
る
と
い
う
も
の
、
及
び
０
本
人
が
そ
も
そ
も
継
続
的
代
理
権
授
与

証
書
を
作
成
す
る
意
思
能
力
を
欠
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
継
続
的
代
理
権
は

有
効
で
は
な
い
と
い
う
も
の
、
で
あ
る
。
代
理
人
が
不
適
任
で
あ
る
か
否
か

を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
裁
判
所
に
広
汎
な
裁
量
が
残
さ
れ
て
い
る
。

1999年の継続的代理権の登録申請

設定者の年齢

60-69=F



し
か
し
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
何
年
も
前
の
時
点
で
、
本
人
が
継
続
的
代
理
権

授
与
証
書
を
作
成
す
る
能
力
を
有
し
て
い
た
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
、

き
わ
め
て
困
難
な
仕
事
で
あ
る
。
反
対
の
証
明
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
誰
も

が
能
力
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
能
力
の
推
定
が
存
在
し
て
お
り
、
証
明
責

任
は
異
議
を
申
し
立
て
る
側
が
飴
だ

と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
い
つ
た
理

由
が
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（５４
）
ダ
ブ
ユ
ー
に
関
す
る
事
件

（Ｔ
一〇
〇
〇
年
］
Ｈ
≧
口
日
国
民
３
．

継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
作
成
能
力

継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
た
め
に
本
人
に
要
求
さ
れ
る
能
力

に
つ
い
て
、
例
外
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
基
準
は
存
在
し
な
い
。
伝
統

的
に
共
通
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
基
準
は

「代
理
権
授
与
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
の
本
質
及
び
結
果
を
理
解
す
る
降
だ
」
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
基
準
が
本
当
に
意
味
す
る
も
の
は
完
全
に
明
確
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
様
々
な
立
法
府
や
裁
判
所
に
よ
る
こ
の
基

準
の
定
義
の
仕
方
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

能
力
評
価
に
適
し
た
環
境
を
作
り
出
す
こ
と

能
力
の
有
無
の
限
界
事
例
に
あ
る
依
頼
者
は
、
そ
の
機
能
が
最
高
の
状
態

に
あ
る
と
き
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
理
想
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
依
頼
者
が
能
力
を
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
又
は
能
力
を

有
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
唯

一
の
現
実
的
な
方
法
で

ぁ
杷
。
能
力
を
評
価
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
最
適
化
す
る
た
め
に
様
々
な
手

段
を
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
段
は
時
に

「能
力
を
高
め
る
」

と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
人
が
明
ら
か
に
能
力
が
な
い
場
合
に
も
能

力
の
認
定
を
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
含
み
が
あ
る
の

で
、
私
は
個
人
的
に
は
訴
訟
で
こ
の
表
現
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

最
適
化
の
た
め
の
手
段
に
は
、
主
と
し
て
、
依
頼
者
を
取
り
巻
く
環
境
を
正

し
い
も
の
に
す
る
こ
と
及
び
依
頼
者
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
含
ま
れ

て
い
る
。
具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
依
頼
者
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
不
安
や
緊
張
を
最
小
限
に
す

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

・
無
能
力
の
原
因
が
治
療
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
能
力
評
価
が
な
さ
れ
る

前
に
、
医
師
は
治
療
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
依
頼
者
の
能
力
が
上
が
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
、
能
力
が
上
が
り
終

わ
る
ま
で
待
つ
こ
と
。
評
価
を
至
急
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
待
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つ
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

・
能
力
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
い
か
な
る
投
薬
に
も
注
意
す
る
こ

Ｌ
Ｃ
。

・
意
思
伝
達
上

。
言
語
上
の
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
言
語
療
法
士
や
通
訳

の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
考
え
る
こ
と
。

・
一
日
の
う
ち
検
査
に
最
も
よ
い
時
間
帯
を
選
ぶ
こ
と
。
午
前
中
に
調
子
の

よ
い
人
も
い
れ
ば
、
午
後
や
夕
方
の
早
い
時
間
に
注
意
力
が
高
ま
っ
て
い

る
人
も
い
る
の
で
あ
る
。

・
能
力
評
価
は
綿
密
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
依
頼
者
を
疲
れ
さ
せ
た
り
混
乱
さ

せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
時
間
に
つ
い
て
能
力
評
価
が
適
切
な
範
囲
を
超

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
依
頼
者
が
気
に
な
る
よ
う
な
時
間
照
合
を
し
な
い
こ
と
。
依
頼
者
に
分

っ

て
し
ま
う
ほ
ど
大
き
く
眼
を
動
か
さ
な
く
て
も
時
間
照
合
を
し
続
け
る
こ

と
は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

・
二
種
類
以
上
の
能
力
検
査
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合

（た
と
え
ば
、

依
頼
者
が
自
分
の
財
産
及
び
事
務
を
管
理
す
る
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を

知
り
た
い
、
ま
た
同
時
に
、
依
頼
者
が
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成

す
る
能
力
が
あ
る
か
否
か
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
場
合
）
に
は
、
可
能

な
限
り
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
を
別
の
日
に
行
う
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

六
〇
〇

・
最
も
適
し
た
場
所
を
選
ぶ
こ
と
。
自
分
自
身
の
家
の
ほ
う
が
た
と
え
ば
医

師
の
診
療
所
や
弁
護
士
事
務
所
よ
り
も
快
適
に
感
じ
ら
れ
る
の
が
普
通
で

あ
る
。

・
あ
な
た
と
依
頼
者
と
の
間
に
対
等
な
関
係
が
育
ま
れ
る
の
を
妨
げ
る
お
そ

れ
が
あ
る
障
害
物
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
か
に
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

た
と
え
ば
、
椅
子
の
高
さ
や
位
置
に
注
意
す
る
こ
と
。

・
あ
な
た
が
で
き
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
部
屋
の
温
度
は
快
適
に
保
た
れ
、

照
明
は
落
ち
着
い
た
色
で
間
接
的
に
あ
た
つ
て
い
る
が
、
容
易
に
相
手
の

目
を
見
た
り
表
情
を
う
か
が
つ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
関
連
証
拠
資
料
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
の
明
る
さ
に
保
た
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
第
二
者
が
立
ち
会
う
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
よ
く
考
え
る
こ
と
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
親
類
や
友
人
の
立
会
い
に
よ
り
、
不
安
が
和
ら
ぐ
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
場
合
に
よ
つ
て
は
、
親
類
や
友
人
の
立
会
い
に
よ
り
、実
際
に

不
安
が
募
る
か
も
し
れ
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
第
三
者
は
意
思
伝
達

の
た
め
の
有
益
な
解
釈
者
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
場
合
に
よ
っ
て

は
、
第
三
者
は
出
し
ゃ
ば
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
音

。
人
の
話
し
声
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
背
景
の
騒
音

や
気
を
散
ら
せ
る
も
の
を
完
全
に
な
く
す
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

・
可
能
な
限
り
、
他
人
が
あ
な
た
達
の
話
を
偶
然
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ



う
に
し
、
他
人
が
部
屋
の
内
外
か
ら
、
た
と
え
ば
電
話
な
ど
に
よ
っ
て
、

あ
な
た
達
の
話
を
中
断
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
誤
っ
て
依
頼
者
が
能
力
を
欠
い
て
い
る
と
推
測
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
る
、
聴
力
や
視
力
が
弱
い
等
の
、
他
の
障
害
に
つ
い
て
も
気
を
配
る
こ

Ｌ
Ｃ
。

・
適
度
の
声
の
大
き
さ
と
速
さ
で
話
す
こ
と
。
馴
染
み
の
あ
る
言
葉
を
使

っ

た
短
い
文
章
を
用
い
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
必
要
に
応
じ
て
、
少
し
大

げ
さ
な
身
振
り
や
顔
の
表
情
及
び
そ
の
他
の
非
言
語
的
意
思
伝
達
の
手
段

を
あ
な
た
の
話
に
付
け
加
え
る
こ
と
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
依
頼
者
の
記
憶
を
刺
激
し
改
善
す
る
た
め
に
言
語
的

。

視
覚
的
補
助
物
を
提
供
す
る
こ
と
。

・
認
識
機
能
に
関
す
る
様
々
な
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
あ
る
特
定
の

検
査
で
失
敗
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
気
落
ち
し
た
気
分
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
と
検
査
の
間
に
、　
一
般
的
な
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
会
話
が
な
さ
れ
る
た
め
の
十
分
な
時
間
を
与
え
る
こ
と
。

・
可
能
な
限
り
、
「分
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
回
答
を
連
続
し
て
言
わ
せ
、
依

頼
者
を
ま
す
ま
す
意
気
消
沈
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
る

こ

と

。

（
５５
）
マ
ッ
ク
ロ
ー
レ
ン

対

デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
新
聞
有
限
会
社
事
件

（（Ｚ
９

Ｎ
Ｘ

一
九
〇
四
年
）
】
ｏ
ｒ
”

×
じ
、
ギ
ボ
ン
ズ

対

ラ
イ
ト
事
件

（
（
一
九
五

四
年
）
８

ｏ
ｒ
”
お
じ
。

（
５６
）
ス
パ
‐
・
ジ
エ
イ

。
イ
ー
と
ガ
ー
プ

。
エ
イ

。
エ
ス

「遺
言
能
力
の
評
価
」
ア

メ
リ
カ
精
神
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四
九

【
二
号

（
一
九
九
二
年
二
月
号
）

一
六

九
頁
以
下
の
一
七
一
頁
。

能
力
評
価
の
方
法

・
評
価
者
は
評
価
を
行

っ
て
い
る
対
象
で
あ
る
取
引
の
性
質
と
効
果
を
完
全

に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
特
に
、
評
価
者
が
す
べ
て
の
必

要
な
証
拠
資
料
と
背
景
と
な
る
情
報
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

・

（法
的
な
検
査
で
あ
る
場
合
に
は
）
当
該
特
定
の
種
類
の
能
力
を
評
価
す

る
た
め
の
法
的
な
検
査
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
完
全
に
意
識
し
て
い
る
こ

と
。
た
と
え
ば
、
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と

・
高
額
な
贈
与
を
す
る
こ
と

・

契
約
を
締
結
す
る
こ
と

・
結
婚
す
る
こ
と
な
ど
の
違
っ
た
取
引
行
為
に
対

し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
検
査
が
存
在
す
る
。

・
一
般
的
に
み
て
医
学
的
な
検
査

（小
規
模
精
神
状
態
検
査
な
ど
）
や
心
理

六
〇

一

デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論



法
政
研
究
五
巻
三

・
四
号

含
一〇
〇

一
年
）

学
的
な
検
査

（改
良
型
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
成
人
用
知
能
尺
度
な
ど
）
は
診
断

の
目
的
な
ら
び
に
依
頼
者
の
認
識
技
術
や
推
論
能
力
の
評
価
に
と
っ
て
は

役
立
つ
道
具
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
現
実
の
法
的
な
検
査
を

纂
奪
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

・
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
や
取
引
の
性
質
と
効
果
に
関
す
る
情
報
は
、
誤
解

の
余
地
の
な
い
は
っ
き
り
と
し
た
言
い
方
で
し
か
も
簡
単
な
言
葉
を
使

っ

て
、
依
頼
者
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
相
当
な
時
間
的
間
隔
を
置
い
て
、
依
頼
者
は
二
、
三
分
前
に
自
分
に
対
し

て
な
さ
れ
た
説
明
を
、
自
分
の
言
葉
で
大
ま
か
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
た
と
え
ば

「
こ
の
文
書
の
意
味
が
分
り
ま
す
か
」
と
い
っ
た
、
単
に

「
は

い
」
や

「
い
い
え
」
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
質
問
を
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
質
問
は
依
頼
者
が
取
引
の
性
質

と
効
果
を
理
解
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
か
否
か
を
評
価
す
る
目
的
に
と
っ

て
不
十
分
で
あ（犯
。
し
か
し
な
が
ら
、
意
思
伝
達
に
大
き
な
困
難
を
抱
え

て
い
る
場
合
に
は
、
基
本
的
な

「は
い
」
や

「
い
い
え
」
の
応
答
以
外
の

答
え
は
期
待
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

・
依
頼
者
の
失
わ
れ
な
い
社
交
性
に
編
さ
れ
て
、
依
頼
者
に
あ
る
特
定
の
取

引
や
意
思
決
定
を
行
う
の
に
必
要
な
能
力
が
あ
る
と
信
じ
込
ま
な
い
こ
と
。

六
〇
二

・
依
頼
者
が
以
前
に
行
っ
た
意
思
決
定
を
今
後
も
行
え
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
に
、
た
と
え
ば
三
〇
分
経
過
後
に
も
う

一
度
評
価
を
行
う
こ
と
。

・
評
価
者
は
依
頼
者
の
能
力
な
い
し
は
無
能
力
に
つ
い
て
、
蓋
然
性
の
比
較

衡
量
に
基
づ
い
て
証
明
十
分
と
判
断
す
れ
ば
よ
い
。
合
理
的
な
疑
い
を
超

え
る
程
度
に
ま
で
証
明
十
分
と
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。

・
依
頼
者
は
単
に
通
常
の
思
慮
分
別
を
も
っ
た
者
な
ら
ば
行
わ
な
い
で
あ
ろ

う
意
思
決
定
を
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
能
力
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
は

な
ら
な
い
。
法
は
依
頼
者
が
取
引
や
意
思
決
定
の
性
質
と
効
果
を
理
解
で

き
る
こ
と
は
要
求
し
て
い
る
が
、
「思
慮
分
別
の
あ
る
者
や
賢

い
者
や
善

良
な
者
が
是
認
す
る
よ
う
な
態
権
Ｏ
」
行
動
す
る
こ
と
ま
で
は
要
求
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

・
評
価
者
は
、
検
査
と
自
分
が
認
定
し
た
こ
と
に
関
す
る
包
括
的
な
記
録
を

す
ぐ
に作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
なだ
。

医
学
的
な
検
査
や
心
理
学
的
な
検
査
と
は
区
別
さ
れ
る
、
能
力
に
関
す
る

法
的
な
検
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
範
疇
間
に
畿
分
か
の
重
複
は
あ
る
も
の
の
、

基
本
的
に
次
の
三
つ
の
大
き
な
麟
刷
に
分
け
ら
れ
る
。

・
選
択
を
明
示
す
る
こ
と
。
こ
の
検
査
の
敷
居
は
非
常
に
低
く
設
定
さ
れ
て

お
り
、
意
思
決
定
を
行
う
際
の
依
頼
者
の
自
律
性
に
対
し
て
非
常
に
大
き



な
配
慮
を
し
て
い
る
。
こ
の
検
査
は
、
依
頼
者
が
自
分
が
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
こ
と
や
自
分
が
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
を
完
全
に
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
行
動
的
な
も
の
を
志
向
し
て

お
り
、
行
過
ぎ
た
父
親
的
温
情
主
義
を
警
戒
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
理
解
能
力
。
こ
の
検
査
に
お
い
て
は
、
意
思
決
定
は
そ
の
過
程
に
お
い
て

も
そ
の
結
果
に
お
い
て
も
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
馬
鹿
げ

た
選
択
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
依

頼
者
は
、
あ
れ
こ
れ
決
定
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
決
定
し
な
い
こ
と
か
ら

合
理
的
に
予
想
で
き
る
結
果
に
関
す
る
情
報
を
含
む
、
意
思
決
定
に
関
係

す
る
情
報
に
つ
い
て
の
説
明
を
理
解
で
き
る
だ
け
の
能
力
は
最
低
限
、
示

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
依
頼
者
が
そ
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
考
察

し
、
評
価
す
る
か
、
な
ら
び
に
、
依
頼
者
は
ど
の
よ
う
に
結
論
に
達
す
る

の
か
、
は
重
要
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

・
実
際
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
検
査
に
お
い
て
は
、
能
力
の
評
価
者

は
、
被
験
者
を
教
育
し
、
意
思
決
定
に
関
係
す
る
情
報
の
す
べ
て
を
被
験

者
が
実
際
に
理
解
し
て
い
る
の
か
否
か
を
直
接
に
確
か
め
る
義
務
を
負

っ

て
い
る
。
ど
れ
程
高
度
な
理
解
の
程
度
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
に
よ
っ

て
は
、
こ
の
検
査
で
は
、
達
成
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
位

の
潜
在
的
に
高
い
能
力
の
程
度
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
下
に
お
い
て
見
る
よ
う
に
、
依
頼
者
の
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作

成
す
る
能
力
を
評
価
す
る
と
き
に
、
以
上
の
三
つ
の
検
査
の
う
ち
ど
れ
が
適

用
さ
れ
る
の
か
は
、
制
定
法
や
裁
判
所
の
判
決
か
ら
は
必
ず
し
も
完
全
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

（
５７
）
コ
ン
ベ
の
事
件
　
（２

六
〇
五
年
）
∞
』
Ｒ

い
〓
ｏ
９

一３
）、
ビ
ー
ニ
ー

（故

人
）
に
関
す
る
事
件

（〓

九
七
八
年
］
Ｎ
≧
口
日
”
３
Ｐ
８
Ｎι
、
プ
ッ
ケ
ナ

ン

対

デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
事
件

（〓

九
九
七
年
］
ｏ
ｒ
く

８
じ
。

（
５８
）
バ
ー
ド

対

ラ
ッ
キ
ー
事
件

（２

八
五
〇
年
）
∞
目
闘
Φ
８
じ
。

（
５９
）
ケ
ン
ワ
ー
ド

対

ア
ダ
ム
ズ
事
件

（
一
九
七
五
年

一
一
月
二
九
日
付
タ
イ
ム
ズ
）、

シ
ン
プ
ソ
ン

（故
人
）
に
関
す
る
事
件

（２

九
七
七
年
）
に
い
〓

館
じ
。

（６０
）
ロ
ゥ
ス
、
マ
イ
セ
ル
、
リ
ツ
ツ

「治
療
に
対
す
る
同
意
能
力
の
検
査
」
ア
メ
リ

カ
精
神
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
三
四
号

（
一
九
七
七
年
）
二
七
九
頁
。
こ
の
論
文

の
著
者
は
五
つ
の
範
疇
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
判
決
の
結
果

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ケ
イ
事
件

・
エ
フ
事
件

（
一
九
八
八
年
）

継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
能
力
に
関
す
る
指
導
的
判
例
は
、

六
〇
三

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
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一
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）

一
九
八
八
年
の

『判
例
集
』
に
登
載
さ
れ
た
ケ
イ
事
件

。
エ
フ
事
件
と
い
う

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
判
決
で
あ
る
。
そ
の
事
実
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ケ
イ
氏
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
リ
ー
ズ
に
住
ん
で
い
る
未
婚
の
女
性
高

齢
者
だ

っ
た
。　
一
九
八
六
年

一
一
月

一
四
日
に
ケ
イ
氏
は
、
遠
い
い
と
こ
で

あ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ド

・
ケ
イ
氏
を
た
だ

一
人
の
代
理
人
に
選
任
す
る
継
続
的
代

理
権
授
与
証
書
に
署
名
を
し
た
。
デ
イ
ヴ
イ
ド

・
ケ
イ
氏
は
継
続
的
代
理
権

の
登
録
を
申
請
し
た
が
、
ケ
イ
氏
の
兄

（弟
）、
姉

（妹
）、
四
人
の
お
い
、

二
人
の
め
い
が
、
ケ
イ
氏
は
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
意
思
能

力
が
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
継
続
的
代
理
権
の
登
録
に
異
議
を
申
し
立

て
た
。
ケ
イ
氏
は

一
九
八
六
年
三
月
に
転
ん
で
手
首
を
骨
折
し
て
以
来
、
ま

す
ま
す
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
た
。
ガ
ス
を

つ
け
っ
放
し
に
し
た
り
、き
ち
ん
と
薬
を
飲
ま
な
か

っ
た
り
し
た
。
自
分
の

ハ
ン
ド
バ
ツ
グ
や
財
布
や
預
金
通
帳
を
、
言
わ
れ
れ
ば
誰
に
で
も
進
ん
で
手

渡
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
食
事
を
届
け
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に

対
し
て
、
不
相
当
な
大
金
を
支
払
っ
た
り
も
し
た
。
継
続
的
代
理
権
授
与
証

書
に
署
名
を
し
て
か
ら

一
ケ
月
も
経
た
な
い
一
九
八
六
年

一
二
月
に
、
ケ
イ

氏
は
精
神
的
に
不
安
定
な
状
態
で
通
り
を
徘
徊
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ

れ
、
病
院
に
入
れ
ら
れ
た
。
退
院
後
、
ケ
イ
氏
は
老
人
ホ
ー
ム
に
終
の
棲
家

を
定
め
た
の
だ

っ
た
。

六
〇
四

継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
に
署
名
を
し
て
い
る
ケ
イ
氏
を
見
た
ソ
リ
シ
タ

は
、
ケ
イ
氏
は
自
分
の
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
た
が
、

自
分
は
今
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド

・
ケ
イ
氏
に
自
分
の
事
務
を
管
理
す
る
完
全
な
権

限
を
与
え
つ
つ
あ
る
こ
と
及
び
そ
う
す
る
こ
と
を
自
分
が
望
ん
で
い
る
こ
と

を
ケ
イ
氏
が
理
解
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
証
明
十
分
と
判
断
し
た
。
最
高

法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
シ
ン
裁
判
官

は
、
効
力
を
有
し
て
い
る
通
常
の
代
理
権
が
法
の
作
用
に
よ
っ
て
自
動
的
に

撤
回
さ
れ
る
だ
ろ
う
段
階
に
ま
で
無
能
力
の
程
度
が
達
し
た
と
き
は
、
本
人

は
有
効
な
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
能
力
が
な
い
と
思
わ
れ
る

と
い
う
理
由
で
、
異
議
申
立
て
を
認
め
た
。

こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
代
理
人
の
デ
イ
ヴ
ィ
ド

・
ケ
イ
氏
は
上
訴
し
た
。

本
件
上
訴
は
同
様
の
事
件
で
あ
る
エ
フ
事
件
と
併
合
審
理
さ
れ
、
ケ
イ
事
件

・

エ
フ
事
件
と
し
て
一
緒
に
判
例
集
に
登
載
さ
れ
て
ぃ
犯
。
担
当
裁
判
官
の
ホ

フ
マ
ン
裁
判
官

（現
在
の
最
高
裁
判
所
判
事
）
は
、
上
訴
を
認
め
て
、
継
続

的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
し
た
時
点
で
本
人
は
自
分
の
財
産
と
事
務
を
管

理
し
処
理
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
必
要
は
な
く
、
代
理
人
に
権
限
を
委
ね

る
す
べ
て
の
物
事
を
理
解
で
き
る
必
要
も
な
い
と
判
示
峰
捜
。

本
人
が
以
下
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ

れ
ば
十
分
であ
る
、
と
判
示
さ
れ
た
の
で
ぁ
礎
。



・
代
理
人
は
本
人
の
事
務
に
対
す
る
完
全
な
権
限
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
。

・
代
理
人
は
本
人
の
財
産
に
対
し
て
本
人
が
行
う
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う

あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

・
本
人
が
意
思
無
能
力
で
あ

っ
て
も
、
又
は
将
来
、
意
思
無
能
力
に
な

っ
て

も
、
継
続
的
代
理
権
は
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

・
本
人
が
意
思
無
能
力
に
な

っ
て
も
、
継
続
的
代
理
権
は
裁
判
所
の
承
認
が

な
け
れ
ば
撤
回
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

（
６．
）
ヶ
ィ
事
件

・
エ
フ
事
件

（〓

九
八
八
年
］
ｏ
Ｆ
〓
ｏ
、
〓

九
八
八
年
］
Ｎ
〓
ｒ
”

『曽
、
［
一
九
八
八
年
］
い
＞
ロ
ロ
”
〓
∞
、
〓

九
八
八
年
］
Ｎ
『
ｒ
”

８
）。

（
６２
）
ラ
ン
ク
ロ
ー
ド

対

キ
ャ
バ
ン
事
件

（
（
一
九
八
八
年
）
Ｚ
∽
ヨ

ｏ
ｏ
目
く
”

（０
０
目
）
３
，８
Ｐ
ヨ
‐躍
ｅ

（担
当
は
ヤ
ン
グ
裁
判
官
と

と
比
較
の
こ
と
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
最
高
法
院
は
、
代
理
権

授
与
証
書
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
本
人
は
単
に
代
理
権
と
は
何
で
あ
り

一
般

的
に
何
の
た
め
に
代
理
権
が
利
用
さ
れ
る
の
か
理
解
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、

代
理
権
を
用
い
て
代
理
人
が
行
う
で
あ
ろ
う
す
べ
て
の
活
動
を
把
握
で
き
る
だ

け
の
十
分
な
理
解
力
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
６３
）
ケ
イ
事
件

・
エ
フ
事
件
の
判
決
は
、
代
理
権
授
与
証
書
の
作
成
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
コ
モ
ン

・
ロ
ー
上
の
準
則
と

一
致
し
な
い
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
ロ
デ
リ
ツ
ク

・
マ
ン
デ
イ

「
ニ
ュ
ー

・
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
作
成
能
カ
ー
国
会
が
取
り
締

ま
る
べ
き
問
題
？
」
ニ
ュ
ー

・
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
学

。
ロ
ー

・
レ
ヴ
ュ
ー

一
三
号

二
五
三
頁

（
一
九
八
九
年
）。

ゴ
デ
リ
ー

対

オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州

（公
受
託
者
）
事
件

（
一
九
九
〇
年
）

継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
は
、
カ

ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
も

一
九
九
〇
年
に
ゴ
デ
リ
ー

対

オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州

（公
受
託
者
）
キ
鯉
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。

ヘ
ン
リ
ー

・
ポ
ー
リ
ー
は

一
九

一
二
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
か
つ
て
オ
ン
タ

リ
オ
ウ
州
の
オ
タ
ヴ
イ
ル
で
銀
行
の
支
店
長
を
務
め
て
い
た
。
か
れ
の
妻
は

一
九
八
九
年
三
月
二

一
日
に
亡
く
な
っ
た
。
妻
が
亡
く
な
つ
た
直
後
ぐ
ら
い

に
、
か
れ
は
退
職
者
用
ホ
ー
ム
に
居
を
定
め
た
。

一
九
八
九
年
四
月
六
日
に
、

か
れ
は
自
分
の
弁
護
士
を
代
理
人
に
選
任
す
る
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を

作
成
し
て
い
る
。

一
一
日
後
の
四
月

一
七
日
に
は
、
か
れ
は
自
分
の
お
い
の

マ
イ
ケ
ル

・
ゴ
デ
リ
ー
を
代
理
人
に
選
任
す
る
、
も
う

一
通
の
継
続
的
代
理

権
授
与
証
書
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
こ
で
弁
護
士
は
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
の
公

六
〇
五

デ
ン
ズ
イ
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長
（保
護
裁
判
所
所
長
）
の
継
続
的
代
理
権
論
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受
託
者
に
対
し
て
、
自
分
が
ポ
ー
リ
ー
氏
の
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
た
め
に

申
し
立
て
た
。
公
受
託
者
が
、
二
番
目
に
作
成
さ
れ
た
継
続
的
代
理
権
授
与

証
書
が
有
効
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
に
申
し
立
て
を

し
た
。

ミ
ゼ
ナ
ー
裁
判
官
は
、　
一
九
九
〇
年
六
月
八
日
に
本
件
を
審
理
し
て
、
お

い
を
代
理
人
に
選
任
す
る
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
は
有
効
で
、
拘
束
力
を

有
し
、
完
全
な
効
力
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
口
頭
で
述
べ
た
短
い
判
決
理
由

に
お
い
て
、
ミ
ゼ
ナ
ー
裁
判
官
は
、
単
に
ケ
イ
事
件

・
エ
フ
事
件
に
お
い
て

ホ
フ
マ
ン
裁
判
官
が
述
べ
て
い
る
理
由
を
採
用
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
こ
の

よ
う
な
単
純
な
理
由
の
採
用
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
訴
訟
代
理
人
は
満
足
せ
ず
、

文
書
に
よ
る
判
決
を
求
め
る
に
至
っ
た
。
二
、
三
週
間
後
に
ミ
ゼ
ナ
ー
裁
判

官
は
文
書
に
よ
る
判
決
を
発
表
し
た
。
当
該
判
決
に
お
い
て
、
ミ
ゼ
ナ
ー
裁

判
官
は
、
本
件
に
お
け
る
結
論
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ま
っ

た
く
異
な
っ
た
公
式
を
考
え
出
し
て
い
る
。
ミ
ゼ
ナ
ー
裁
判
官
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
ホ
フ
マ
ン
裁
判
官
の
判
決
を
参
照
す
る
利
益
を
享
受
で
き
な
か
っ
た
の

な
ら
ば
、
私
は
包
括
的
な
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す
る
意
思
能
力
を
決
定

す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
る
べ
き
基
準
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
と
述
べ
た
こ
と

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

エハ
（）
エハ

０
当
該
文
書
は
、
撤
回
さ
れ
又
は
そ
れ
以
外
の
方
法
で
失
効
す
る
ま
で
は
ず
っ

と
、
そ
の
文
言
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
柄
に
関
し
て
、
設
定
者
の

生
存
中
に
設
定
者
自
身
が
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
権
限
を
、

被
設
定
者
が
行
使
す
る
こ
と
を
授
権
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
認

識
し
て
い
る
こ
と
。

②
当
該
文
書
の
網
羅
的
な
文
言
は
、
被
設
定
者
に
、
設
定
者
が
所
有
し
て
い

る
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
処
理
す
る
権
限
及
び
設
定
者
の
財
産
上
の
全
事
柄
に

関
す
る
権
限
を
付
与
す
る
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
認
識
し
て
い
る
こ
と
。

０
設
定
者
が
、
当
該
文
書
の
作
成
時
点
で
存
在
し
て
い
る
、
代
理
人
が
管
理

を
行
う
権
限
を
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
自
分
の
財
産
及
び
財
産
上
の
事

柄
の
性
質
と
範
囲
を
正
し
く
認
識
し
て
い
る
こ
と
。」

（６４
）
ゴ
デ
リ
ー

対

オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州

（公
受
託
者
）
事
件

（（
一
九
九
〇
年
）
∞Φ

日
↓
”
さ
）。
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
地
方
裁
判
所
、
ミ
ゼ
ナ
ー
地
方
裁
判
所
裁
判
官
、

一
九
九
〇
年
六
月
八
日
・
六
月
二
七
日
。

一
九
九
二
年
代
行
決
定
法

一
九
九
二
年
代
行
決
定
法
を
制
定
す
る
時
点
で
、
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
の
立



法
府
は
、
明
ら
か
に
ミ
ゼ
ナ
ー
裁
判
官
の
能
力
の
定
義
を
ホ
フ
マ
ン
裁
判
官

の
そ
れ
よ
り
も
好
ま
し
い
と
判
断
し
、
そ
の
上
で
、
本
人
が
継
続
的
代
理
権

授
与
証
書
の
作
成
に
本
質
的
に
内
在
す
る
危
険
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
要

求
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
さ
ら
に

一
歩
進
ん
だ
内
容
の
立
法
を
行
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、　
一
九
九
二
年
代
行
決
定
法
第
八
条

（
一
）
は
、
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
い
る
。

以
下
の
要
件
を
満
た
す
者
は
、
継
続
的
代
理
権
を
授
権
す
る
能
力
を
有
し

て
い
る
。

（
ａ
）
自
分
が
ど
ん
な
種
類
の
財
産
を
持

っ
て
い
る
の
か
及
び
そ
の
財
産
が

大
体
ど
れ
位
の
価
値
を
有
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と
。

（ｂ
）
自
分
の
被
扶
養
者
に
対
し
て
自
分
が
負

っ
て
い
る
義
務
を
認
識
し
て

い
る
こ
と
。

（
ｃ
）
代
理
人
は
、
当
該
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
条

件
や
制
限
の
制
約
内
に
お
い
て
、
自
分
が
能
力
を
有
し
て
い
れ
ば
で
き

る
で
あ
ろ
う
遺
言
作
成
以
外
の
財
産
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
を
自
分
に

代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い
る

こ

と

。

（ｄ
）
自
分
の
財
産
を
代
理
人
が
処
理
し
た
と
き
に
は
、
代
理
人
は
そ
れ
に

つ
い
て
会
計
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い

一ス
γ
い
」
し
こ
。

（
ｅ
）
自
分
が
能
力
を
有
し
て
い
れ
ば
、
継
続
的
代
理
権
を
撤
回
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
い
る
こ
と
。

（ｆ
）
代
理
人
が
思
慮
分
別
を
も
つ
て
財
産
管
理
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
自

分
の
財
産
の
価
値
が
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
を
正
し
く
認
識
し
て
い
る

こ

と

。

（
ｇ
）
代
理
人
が
付
与
さ
れ
た
権
限
を
濫
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
を

正
し
く
認
識
し
て
い
る
こ
と
。

一
九
九
二
年
代
理
合
意
法

対
照
的
に
、
ブ
リ
ツ
テ
イ
シ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
立
法
府
は
、
代
理
に

関
し
て
合
意
を
与
え
る
文
書
す
な
わ
ち
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成
す

る
能
力
に
つ
い
て
、
非
常
に
ゆ
る
や
か
な
検
査
を
課
し
て
き
て
い
る
。　
一
九

九
三
年
代
理
合
意
法
第
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

０
成
年
者
は
、
た
と
え
以
下

（
ａ
）
又
は

（ｂ
）
に
規
定
す
る
こ
と
を
行
う

能
力
が
な
く
て
も
、　
一
箇
条
以
上
の
標
準
規
定
か
ら
な
る
代
理
に
関
す
る
合

意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ａ
）
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

（ｂ
）
自
分
の
健
康

・
身
上

。
法
的
な
事
柄

・
財
産
上
の
事
柄

・
仕
事

。
資

六
〇
七

デ
ン
ズ
イ
ル

・
ラ
ッ
シ
ュ
英
国
最
高
法
院
後
見
裁
判
部
長

（保
護
裁
判
所
所
長
）
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含
一〇
〇

一
年
）

産
に
関
す
る
管
理
を
行
う
こ
と
。

②
成
年
者
が
、　
一
箇
条
以
上
の
標
準
規
定
か
ら
な
る
代
理
に
関
す
る
合
意
を

す
る
こ
と
又
は
当
該
標
準
規
定
を
変
更
し
た
り
撤
回
し
た
り
す
る
こ
と
に

つ
き
、
無
能
力
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
と
き
に
は
、
た
と
え
ば
以
下

に
規
定
す
る
よ
う
な
す
べ
て
の
関
連
す
る
要
因
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
一

（
ａ
）
成
年
者
は
、
代
理
人
に
、
意
思
決
定
し
て
ほ
し
い
、
泊
分
が
意
思
決

定
す
る
こ
と
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
、
意
思
決
定
す
る
の
を
や
め
て
ほ

し
い
、
と
い
う
要
望
を
伝
達
し
て
い
る
か
否
か
。

（ｂ
）
成
年
者
は
選
択
や
選
好
を
示
し
、
他
人
の
意
見
に
対
し
て
賛
成
や
反

対
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
。

（
ｃ
）
成
年
者
は
、
代
理
に
関
す
る
合
意
を
す
る
こ
と
又
は
当
該
規
定
を
変

更
し
た
り
撤
回
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
代
理
人
が

成
年
者
に
影
響
を
与
え
る
意
思
決
定
や
選
択
を
し
た
り
、
す
る
の
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
否

か
。

（ｄ
）
成
年
者
は
代
理
人
と
信
頼
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
関
係
を
有
し

て
い
る
か
否
か
。

し
た
が
っ
て
、
ま
と
め
る
と
、
取
引
の
性
質
、
効
果
や
結
果
は
法
域
間
で

六
〇
八

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
の
作

成
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
理
解
力
の
程
度
は
法
域
に
よ
っ
て
か
な
り
大
き
な

違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
ブ
リ
ツ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
で
は
、

本
人
が
、
自
分
が
意
思
無
能
力
に
な
つ
た
ら
自
分
に
代
わ
っ
て
誰
に
意
思
決

定
を
し
て
も
ら
い
た
い
か
に
つ
い
て
、
選
好
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

十
分
で
あ
つ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
能
力
の
検
査
は
よ
り
厳
格
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
ウ
州
で
は
、
代
理
人
が
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

資
産
に
つ
い
て
、
そ
し
て
代
理
人
が
そ
の
資
産
の
管
理
に
失
敗
し
た
り
、
そ

の
資
産
を
横
領
す
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
性
に
つ
い
て
、
は
る
か
に
広
範
囲

に
わ
た
る
理
解
力
が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

立
法
の
観
点
か
ら
、
継
続
的
代
理
権
に
つ
い
て
法
律
を
起
草
す
る
と
き
に

も
、
司
法
の
観
点
か
ら
、
継
続
的
代
理
権
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
と
き
に
も
、

そ
し
て
、
個
人
的
な
観
点
か
ら
、
本
人
が
継
続
的
代
理
権
授
与
証
書
を
作
成

す
る
と
き
に
も
、
二
つ
の
相
反
す
る
必
要
性
の
パ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。　
一
つ
は
、
無
能
力
で
あ
る
本
人
の
事
柄
に
つ
い
て
、
簡
単
で

・

効
果
的
で

・
費
用
の
か
か
ら
な
い
管
理
の
制
度
を
提
供
す
る
必
要
性
で
あ
る
。



も
う

一
つ
は
、
本
人
が
搾
取
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
必
要
性
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
何
も
濫
用
防
止
策
が
存
在
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
か

な
り
多
く
の
濫
用
防
止
策
が
存
在
し
て
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
経
験
か
ら
、

継
続
的
代
理
権
が
規
制
さ
れ
て
い
る
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
本
人
が

危
険
性
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
警
告
さ
れ
て
い
る
程
度
に
関
係
な
く
、
金
銭

的
な
濫
用
が
ほ
ん
の
少
数
の
事
例
に
お
い
て
生
じ
る
こ
と
は
如
何
と
も
し
よ

う
が
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
継
続
的
代
理
権
が
こ
の
世
に
存
在
し

て
い
な
い
と
し
て
も
、
高
齢
者
を
食
い
物
に
し
よ
う
と
心
に
固
く
決
め
て
い

る
悪
党
は
、
無
防
備
な
高
齢
者
を
搾
取
す
る
別
の
多
く
の
方
法
を
見
つ
け
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
悪
党
は
高
齢
者
に
、
小
切
手
に
署
名
さ
せ
た
り
、
贈
与
を

さ
せ
た
り
、
共
同
銀
行
預
金
口
座
を
開
設
さ
せ
た
り
、
遺
言
の
内
容
に
影
響

を
及
ぼ
さ
せ
た
り
、
一冨
い
つ
け
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
同
意
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
を
し
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

搾
取
に
だ
け
関
心
を
集
中
さ
せ
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
圧

倒
的
大
多
数
の
事
例
に
お
い
て
は
、
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
高
齢
の
親
族
に
対

し
て
義
務
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
満
足
感
以
外
の
報
酬
を
何
ら
求
め
ず
に

行
動
し
て
い
る
誠
実
で
良
心
的
な
代
理
人
に
よ
っ
て
、
継
続
的
代
理
権
は
活

用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
継
続
的
代
理
権
は
大
成

功
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

［
後
記

］

湖
東
京
至
先
生
の
御
退
官
に
あ
た
り
、
先
生
の
旺
盛
な
御
研
究
、
熱
意
あ

ふ
れ
る
教
育
、
な
か
で
も
学
生
に
注
が
れ
た
愛
情
の
大
き
さ
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
、
後
進
の
一
人
と
し
て
私
も
湖
東
先
生
を
お
手
本
に
精
進
す
る
決
意

を
今
、
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
生
の
今
後
の
ご
健
康
を
心
か
ら

お
祈
り
し
、
ま
た
今
後
も
相
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
〇
〇

一
年

一
月
）
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